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あいさ つ

ここに、平成 17年度から実施してきました「屋部貝塚 Jの緊急発掘調査の成果として、 『屋部貝塚

一市道 ・屋部 23号線道路改良工事に伴う緊急発掘調査報告書ー』を発刊することができました。

屋部貝爆は、屋部の集落の背後に位置し、小字でいう久護 ・加真良原・後兼久原 ・安座昼間原に

広がりが予想される遺跡です。 1979年--81年に実施されました 「名護市遺跡分布調査Jで発見さ

れた遺跡で、これまでに数回にわたり、住宅建築に伴う追跡の確認を行ってきましたが、造物は採

集できるものの包含屑は確認できていませんでした。

今回、市道 ・屋部23号線道路改良工事に伴い試揃調査を行ったところ、土器等の遺物を確認

することができたので、調整の結果、緊急発銅調査を実施することになりました。調査開始当初

は、ほとんどの場所でかく乱を受けており、あまり成果の期待できない遺跡であると思われてい

ましたが、平成17年度の調査終了間際に、大量の土器や貝などを含む逃物包含層を確認し、

業主体者と調整を行って、平成18年度も引き続き、現場調査を継続することになりました。

出土した土器は、 「くびれ平底j と呼ばれる 「沖縄貝塚時代後期後半Jの代表的な土器が多

く、およそ 7世紀--8世紀頃の遺跡であることがわかりました。屋部員尿の周辺には、縄文時代

晩期とおよそ 10世紀頃の文化問を持つ 「屋部前田原員塚Jや 15世紀--17世紀頃の遺跡である

「宇茂佐古島遺跡」などがあります。地下に埋もれている過去の文化が少しずつ掘り出されるこ

とによって、地域の歴史が少しずつ明らかになっていきます。

結びに、今回の緊急発銅調査にご協力いただきました事業主体である名護市建設部はじめ、発

掘調査関係各位に感謝申し上げます。そして、本報告書が、教育現場や地域学習の場で活用され

ることを期待し、発刊のあいさつといたします.

平成 20年 2月


名護市教育委員会教育長稲嶺進 
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ふりがな やぶかいづか

所収遺跡 屋部貝塚

所在地
沖縄県名護市字屋部1661番地・他
(久護・加真良原・後兼久原・安座昼間原)

市町村コード� 47209 

調査期間 平成17年9月1日~平成19年2月28日

調査面積 約1，� ooorri 

調査原因 市道・屋部23号線道路改良工事

遺跡種別 貝塚

主な時代 沖縄貝塚時代後期後半(7世紀'""-8世紀)

主な遺物 土器・石器・貝製品

特記事項
住宅建築等に伴い、試掘調査等は行ってきたが、明確な遺物包含層は見つかっ
ていなかった。今回、確認した包含層は、田んぼに利用していた層の下部で、あっ
た。



例言�  

1. 	 本報告書は、平成17年度から平成18年度に実施した屋部貝塚緊急発掘調査の内容を記録したもので

ある.� 

2. 	 本調査は、市道・屋部23号線道路改良工事に伴う、記録保存調査である.� 

3. 	 事業主体は名護市建設部建築土木謀、調査主体は名護市教育委員会文化課である.� 

4. 本調査で得られた出土遺物及び実測図、写真等の記録は、名護市教育委員会文化課文化財係に保管す

る。� 

5. 	 調査体制については、本文に記す。
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I 位位と環境

1.地理的環境

屋部貝尿の所在する沖縄県名護市字屋部は、市の西寄りに位置し、名諮問に南面する。屋部川

と問屋部川の造る沖柏低地と浜鹿に集落を形成し、久護・大島 ・兼久 ・浜に分かれる。それらの

集落の西の丘陵地には明治以降に士族が移住して形成した上原という集落がある。明治 13年 

(1880)の統計資料によると、 戸数 263戸、人口1， 426名。終戦直後の昭和 21年(1946)に

名護町から独立した屋部村の中心地で、役場や郵便局、小学校や中学校などが存在した。昭和 

45年 (1970)、名護市市制施行に伴い名護市に合併して現在に至る。

屋部員塚は、字屋部 1661番地付近に位置し、小字では久護(くご)・加真良(かまら)・後兼

久原(しりがにく)・安座昼間原(あじゃぴるま)にまたがる。名護湾の海岸から約 600m内陸

にあり、標高 2-3mの低地に位置する。遺跡内を安座昼間川が流れ、南東側の尾部川に注ぐ.

現在、遺跡一帯は住宅地とサトウキビ畑に利用されるが、昭和 30年代までは、水田として利用

されていたという.

遺跡周辺の丘陵地の地層には、与那嶺層(チャート・石灰岩・千枚岩・緑色岩類他)と本部層(石

灰岩)と国頭傑屑 (蝶屑・非石灰質砂泥層・泥炭層)が見える。植生は、畑地とホルトノキ低地林、

リュウキュウマツ二次林が追跡周辺を取り巻く .

.

.

.

国頭磯層 (様層・非石灰貨砂泥底 ) 

那覇石灰岩

与那嶺層 (チャート・石灰岩・千枚岩 ・緑色岩頭 ) 

本部層 (石灰岩 ) 

貫入火成岩類 (石英斑岩 ・ヒン岩 )

.

.

イスノキ (ヤブニッケイ )石原岩山地林 

リュウキュウマツ二次林

ホルトノキ低地林

畑地 

採石場

鵠査地周辺地質国 調査地周辺植生図

6 



2.歴史的環境

屋部は、「おもろさうしJには「やぷJ、「絵図郷村帳Jには「屋ぶ村J、「琉球国高究帳」には「屋ふ村」

と記され、回 32石余、畠 9石余とある。「琉球国由来記」で屋部村の御織として 「セジアラノ嶺J

と 「富盛之獄」が記されている。現在の集落の背後にある 「フシヌウタキJがそのどちらに対

応するかは不明。フシヌウタキのある丘陵の東には屋部寺、そこから南下する神道は集落を抜

けてトワヤにつながる。屋部川の河口近くにユアギムイという拝所があり、そこは宇茂佐と合

同の拝所だという。

現在の屋部は、屋部川のほとりにあるプルジマ (古島)から移ってきたという伝承がある。

仲北山が落城した際、屋部川沿いに逃げ延びた者がこの古島に住み着き、世が落ち着いたころに、 

1軒は宇茂佐に、他 6軒は屋部に移り、それぞれ集落を形成したという。そのプルジマが 「宇

茂佐古島遺跡Jである。

「宇茂佐古島遺跡」は、宇茂佐の区画整理に伴い緊急発掘調査が行われ、 15世紀から 17世紀

を主体とする近世の遺物が出土しており、上記の伝承を裏付けている。また、中国産の陶磁器

や高麗系瓦も出土しており、屋部川の河口を港とした交易の地としても興味が持たれている。

また、屋部貝塚から西に約 600m行った丘陵下には 「屋部前田原貝塚 Jがある。その貝塚は、

沖縄貝塚時代中期からグスク時代にかけての遺跡で、宇佐浜式土器や仲原式土器、住居跡、人

骨などが出土しており、屋部周辺の歴史を考える上で、貴重な資料を提供している. 

百
本
本
土
一
沖
縄

l白石器時代

旧石著書時代

遺跡名

大堂原奥塚

運天原サパヤ貝塚

屋昔日貝ii

慶節前回原貝塚

字茂佐古島遺跡

¥早期¥

名護市主要遺跡推定年代表 
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E 調査経過と調査体制

1.調査経過

(1)調査以前

屋部貝塚は、昭和 54年 (1979)--昭和 56年 (1981)に実施された f名護市遺跡分布調査J

の中で確認された遺跡(確認日:昭和 55年 7月 12日)。確認当初は、沖縄貝塚時代後期の遺

跡として認識されていた。屋部の集務の背後に位惜し、小字では久護 ・加其良原・後兼久原 ・

安座昼間!京に広がりが予想される迫跡。これまでに数回にわたり、住宅建築に伴う遺跡の確認

を行っているが、遺物は採集できるものの、包含聞は確認できていなかった. 

(2)今調査の契機

平成 15年 (2003)、市道 ・屋部 23号線道路改良工事の計画が持ち上がり、事業主体である

名護市(建設土木課)と調整を行った結果、事業範囲が遺跡予想、範囲のほぼ中心に位位してい

ることがわかり、協議の結果、緊急発相調査を実施することになり、平成 17年度に 「屋部貝塚

発揃調査に関する覚書Jをかわし、事業を開始した. 

(3)調査経過


屋部貝塚の予想範聞と事業範聞が重なる部分から、さらに調査範囲を絞りこむために試銅調


査を実施した.その結果を基に調査範囲を求め、計聞道路の中心線をほぼ点西軸にしてグリッ

ドを設定し、西から東に算用数字、北から南へカタカナを用いてグリッドの記号を付した (rグ

リッド設定図j 参照)。

鼠楓調査の結果から、償乱を受けていることが予想されていたので、より多くの遺物を確認

するために表土面から手掘りによる発銅を行い、平成 17年度は 「ノ・ハ・ヒ-6・7J、「ノ・ハ ・

ヒ-17・18Jを中心に掴り下げていった.結果、キビ耕作の際の客土 ・撹乱屑の下に、水田耕

作陪と恩われる層が確認できた。さらにその下に「くびれ平底土器Jの底部を多く含む泥炭層

が確認され、包含層として慎重に発銅を行った。水田耕作層と泥炭層では、稲作の有無を確認

するために土犠分析を実施した.水出耕作層から下で、大量の湧水があり、 24時間ポンプを稼

動させながらの発掘となった.

平成 18年度は、平成 17年度に発捌したグリッドにはさまれた箇所の調査を行った.平成 

17年度の土犠分析により、水田耕作間で稲の花粉を確認できたので、水田治梢の検出に努めた

が、検出できなかった。その下層にあたる泥炭層では、平成 17年度の発銅同様、 「くびれ平底J

を主体とする土器や、貝が多量に出土した.平成 17年度に発姻した造物の整理も同時にすすめ

た.

平成 19年度は、平成 17年度、 18年度で発銅した資料の整理と、その成果をまとめた発姻


調査報告書の作成及び出土遺物の保管作業を行った.
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調査地遠畏 
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調査地風景(北東から)

調査地風景(南西から) 
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2. 調査体制

調査主体は名護市教育委員会である。調査体制は以下のとおりで年度ごとに記す。

(1)平成17年度


業務名称:市道 ・屋部 23号線道路改良工事に伴う哩蔵文化財発掘調査業務


調査期間 :平成17年9月1日から平成18年3月31日


事業主体:名護市


調査機関:名護市教育委員会


調査体制:以下のとおり.


調査責任者:教育長/稲嶺進 教育次長/具志堅満昭

調査総括 :文化課長/並里早智子

調査担当 :文化説主管兼文化財係長/島福善弘

:文化財係主査/比嘉久

:文化財係嘱託調査員/真栄田義人

:文化財嘱託調査補助員/宮里牧 ・新械 司 ・岸本車己

調査事務	 :文化課事務主事/新垣みのり

:文化財係臨時職員/神谷祐子 ・松田のぞみ

発銅作業員:徳儲朝l明 ・山城正則・平良昌也 ・比嘉善助・仲程源信・渡口政治・

渡U京子 ・前田雅光 ・桑江勇 ・比嘉誠 ・比嘉吉秀

資料整理員:石川マサミ・ 岸本美枝子 ・比嘉和美 

(2)平成18年度


業務名称:市道 ・屋部 23号線道路改良工事に伴う埋蔵文化財の発銅調査及び出土遺物等


整理業務


調査期間:平成 18年 5月 10日から平成19年 2月 28日


事業主体 :名謎市


調査機関:名越市教育委員会


調査体制:以下のとおり.


調査責任者:教育長/稲 嶺進 教育次長/具志堅満昭

調子E総括 :文化課長/並里早智子

調査担当 :文化課主管兼文化財係長/島福善弘

:文化財係主査/比嘉久

:文化財係嘱託調査員/良栄田義人

:文化財蝋託調査補助員/宮里牧 ・新城 司・岸本卓己

発掘作業員:徳嶺朝明 ・山城正則 ・平良昌也 ・比嘉善助・{中程源信 ・渡口政治 ・

渡口京子 ・桑江勇

資料整理員:岸本美枝子・岸本理恵子 
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(3)平成19年度

業務名称:市道 ・屋部23号線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査に係る出土資料整理

・保存及び報告書作成業務

調査期間:平成 19年 6月 1日から平成 20年 2月 22日

事業主体:名護市

調査機関:名護市教育委員会

調査体制:以下のとおり。

調査責任者:教育長/稲 嶺進 教育次長/具志堅満昭

調査総括 :文化課長/並里早智子 同物館長 /島福善弘

調査担当 :文化財係長/比嘉久  

:文化財嘱託調査補助員/宮里牧 


資料整理員:岸本美枝子
 

発掘調査風景写真
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皿調査成果

1.層序

調査地区は、サトウキピ畑として利用されている場所で、サトウキビ収種後に残ったサトウ

キビと草木を取り除くことから始め、調査初年度は、より多くの遺物を確認するために表土面

から手掛りで発捌を行った。遺物包含層は、� H層-v層まで確認されたが、� H層および皿層(水

田耕作府)は近世期および近代の造物と共に、現代の造物が混入し、現代の耕作の際に償乱を

受けたと思われる。よって明確な泣物包含層として捉えられるのは、� W陪からである。� W層では

多数の貝と共に、貝塚時代後期の土器が多く確認された。� V聞では貝塚時代前期の可能性のある

土器が確認されたが、層下部で困結した白色枝サンゴ混砂層が露出したため、� V層以下の幅削を

行わなかった.以下、基本層序ついて述べる.� 

I層:客土。黒褐色~赤褐色土に醸や、釘、鉄片などの現代遺物が混入する。� a-cに細分さ

れる。� 

a:黒褐色混砂土。� 

b:赤褐色混砂土。� 

c:灰色混砂土.� 

E層:旧表土と考えられる層で、耕作による撹乱を受けている。� a-dに細分される.近世期

および近代の造物と共に、プラスチック片などの現代の造物が混入する。

抑制産陶器を主体に、磁器、土器が出土した.骨製品(ブラシ)が� l点のみ出土した. 

a:暗褐色混砂土。� 

b:灰褐色混砂土.� 

c: ;褐色混砂土。� 

d:淡褐色混砂土.

困層:水田耕作府。粘性の強弱により、� a-iに細分される。� E層と比べて土器を多く含むが、

陶器や磁器も多くなり、地区によっては、針金やガラス片などの現代造物も含まれる

ため、現代の耕作の際に悦乱を受けたと思われる。沖縄産陶鵠を主体に、磁器、貝縁

時代後期の土器およびグスク土器が出土した.土犠分析の結果、栽培植物であるイネ

属の花粉と、イネの頴が多く検出された。� 

a:淡褐色 ・暗灰色 ・淡灰色混砂土.� 

b:暗灰色混砂土.� 

c:黒褐色混砂土。 

d:緑灰色粘質混砂土。� 

e:暗灰褐色・暗灰色粘質砂土。 

f:緑灰色粘質混砂土 (IDb+皿d)0 

g:灰色混砂土(皿b+IDe)o 

h:暗灰色混砂土(溝)。� 

i:暗褐色混砂土(溝)。� 

18 




代後期の土器を主体に、少数であるがグスク土器もみられる.|時僅かに含む。土器は員塚

W層:泥炭層。黒褐色粘質混砂土。造物包含層で、土器・ 石器を多く含み、沖純産陶器、磁器を

貝類、猷骨を多く含むが、員製品は僅かである。木製品が 1点のみ出土した.土壊分析の

結果、ホル トノキ属の花粉とホルトノキの核が多く検出された. 

V層:海性砂質層。黄白色砂~白色および灰色枝サンゴ混砂で、最下部は困結している。 a-d

に細分される。 W層までみられた土器 ・石器 ・員製品、貝類などの遺物が、激減し、 土器

と少数の獣骨を含む。 土器は貝塚時代前期の土器の可能性がある胴部片が主で、点刻文を

施す口縁部も 1点確認される. 

a:黄白色砂。 

b:白色・灰白色調H枝サンゴ混砂. 

c :白色 ・灰白色枝サンゴ混砂. 

d:白色枝サンゴ混砂(固結) 0 

ハ・ヒー 6地区西壁断面写真 
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2.出土遺物

本調査では、人工遺物として土器、陶器、磁器、瓦、石器、骨製品、木製品等、自然造物として員、獣骨、

種実類等が得られた。この内、陶器、磁器、瓦は悦乱陪または表面蝶集によって得られたものが多いため、

報告を割愛した.

人工造物で最も多く得られたのは土器で、総数 1318点である.その大半は貝塚時代後期後半の底部

が 「くびれ平底Jとなる土器に属するものである.

自然遺物では貝が最も多く得られ、明確な遺物包含府であるW層から出土した員の数は 7608点である。

献魚骨は 132点得られ、詳細lな同定を行っていないが、陸猷骨 104点、海獣骨 21点、魚骨 7点である.ハ -

ヒー 6・7地区の W屑で、オキナワウラジロガシの果実が 50点得られ、微細j12物分析では、ホルトノキの

核がW層において 63点得られた.以下、出土遺物について述べる.

出土主要遺物写真 
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出土遺物集計表(層別)※人工遺物のみ。

出土遺物
出土層

言十
表探 かく舌L E E IV v 

口縁部
無文� 4 。 。� 7 60 。� 72 

有文 。 。 。 。� 2 4 7 

鯛音B
無文� 23 4 72 34 187 729 50 1099 

土. 有文 。 。 。 。� 5 。� 6 

底部 。 。� 16 115 。� 133 

ロ縁部~底部 。 。 。 。 。 。
小計�  28 4 75 34 212 914 51 1318 

カムィヤキ
カムィヤキ 。 。 。 。 。 。
小宮十 。 。 。 。 。 。

陶質土器
陶質土器 。 。� 7 。� 12 。 。� 19 

小宮十 。 。� 7 。� 12 。 。� 19 

白磁 。� 2 28 7 2 。� 40 

青磁 。 。 。� 6 2 。� 9 

染付 。 。� 35 11 28 2 。� 76 

色絵 。 。� 3 。 。 。� 4 

1留1寓紬 。 。 。 。 。 。
陶硲fJ

産地不明磁器 。� 9 。� 9 。 。� 19 

近現代磁器� 2 13 83 8 22 3 。� 131 

褐紬陶器 。 。 。� 2 。� 4 

沖縄産無粕陶器� 3 7 108 26 134 17 。� 295 

沖縄産施紬陶器� 3 5 91 21 119 11 。� 250 

産地不明陶器 。 。� 2 。 。 。� 3 

11、百十� 8 28 360 69 329 38 。� 832 

五� 14 150 12 8 184
E 

小宮十� 8 。 。� 184。� 14 150 12 

磨石 。 。 。 。� 3 35 。� 38 

舷石 。 。 。 。� 5 。� 6 

石球 。 。 。 。 。 。
砥石 。 。� 2 。� 5 

石凪 。 。 。 。 。� 7 。� 7 

打製石斧 。 。 。 。� 2 。� 3 
石器

磨製石斧 。 。 。 。 。
対レイハー 。 。 。 。� 2 。� 3 

円盤状石器 。 。 。 。 。 。
のみ状石器 。 。 。 。 。� 2 

くぼみ石 。 。 。 。 。 。
小宮十� 7 57 。� 68 

木製品 。 。 。 。 。 。
骨製品 。 。 。 。 。 。
貝製品 。 。 。 。 。� 8 。� 8 

4E〉3• 言十� 37 47 593 117 569 1018 51 2432 
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遺物出土状況図� (1、ヒー17・18地区1Vft!) 
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遺物出土状況図 (ハヒ~・ 7tè区IIJ1I!t) 

オキナワウラジロガシの実
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番号 遺物名 図版

底部

土器1
|有文胴部 図有文28

胴部
胴部
底部 図底12

土器2
胸部
胴部
腕部
底部 図底32

土器3 胴部
胸部

底部
土様4 胴部 ー

胴部
土器5 底部

土器6
底部 図I怠6
鋼部

土器7
底部 ー

胸部
底部 図庖22

土著書8 桐部
口縁部 図口 19

土器9 底部 図底36

底部 図底28

胴部

土稼10
胴部
胴部 ー

胴部
胴部

土器11 底部 図底25
底部 図底15

土著書12
胴部 ー

胴部

ロ縁部 図口10

石著書1 石皿(角閃石安山岩)

石器2 石皿(砂岩) 図石器11

石器3 磨石(綴石安山岩) 図石器9

石著書4 石材(砂岩)

石器5 庭石(砂岩)

石器6 石皿 i雇右~山岩) 図石器10

石総7 磨石(珪長石)

石器8 石材(石英片岩) ー

石器91-
石~IO 石材(砂岩)

石器11 磨石(砂岩) 図石器8

石器12磨石〈角閃石安山岩)

木製品� 1|翠 図木製1
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(1)土器

屋部貝塚から出土した土器は、総数 1318点である。その内訳は、 f土器出土層別集計表Jに

示したとおりである。出土居はW層が最も多く 914点。皿層が 212点で、ある。部位別出土数は、

無文口縁 72点、有文口縁 7点、無文胴部 1099点、有文胴部 6点、底部 133点、口縁部~底

部 1点である。比較的残存状況の良い資料と特徴的な 77点を図化した.以下、無文口縁、有文口縁、

有文胴部、底部の順で資料の概要を述べる.

無文口縁部は、小破片が多く全形を疑える資料は少ないが、無文化の進行が著しい点や、器面

調整、胎土、焼成などからそのほとんどが貝塚時代後期後半のフェンサ下層式土器に属する。数

は少ないが、器商調整や器壁から貝塚時代後期前半の浜屋原式土器(口縁部 5・18)とそれに

後続する大当原式土器(口縁部 16)に属する資料も散見される。また口縁部が強く外反し頭部

がくびれるグスク土器と思われる資料も 1点(口縁部 19)得られている。

有文口縁部は点刻文を施すものが、 1点(口縁部1)のみ得られており、貝塚時代前期に属する.

その他、口唇部に刻目を施すもの 1点(口縁部 2)、沈線を施すもの 4点(口縁部 8・10""12)、

癒状突起を有するものが 1点(口縁部 22)得られている。口唇部に刻目を施すものと癌状突起

を有するものは、貝塚時代後期後半のフヱンサ下層式土器に属すると思われる。

有文胴部は羽状文と点刻文を施す資料が 1点(胴部 1)、沈線文を施すものが 4点(胴部 3....... 


6)得られた。前者は員塚時代前期に属すると思われ、後者は貝塚時代後期に属するものと思わ

れる。また、表土層からの出土であるが、胎土・文様から搬入と思われる弥生土器胴部が 1点(胴

部 2)のみ得られた.

底部は丸底、尖底、平底、〈ぴれ平底、脚台が得られたが、くぴれ平底が圧倒的に多い.くび

れ平底は内底面から胴部へ滑らかに立ち上がるもの(底部 10・12・13・16・17・18・19・ 

21・22・28・29・32・33・34・38・42)と、内底面から胴部へかけて角度をもち立ち上が

る内底商が明瞭なもの (底部 9・11.14・20・23・24・27・30・35・36・37・39・40・41)に分けられ、

前者がやや多い。底径をみると、 2.9cm.......3.1cmの小形のものが 2点(底部 15・28)、4.6"" 

5.9cmのやや小形のものが 17点(底部 8・10・11・13・14・16・17・18・21・22・33・ 

34・35・36・37・38・40)、6""7cmのやや大形のものが  13点(底部 9・12・19・20・ 

23・24・25・27・29・30・31・32・39)、8.2""8.6cmの大形のものが 2点(底部 41・42)である.

底厚は薄いもので 0.45cm (底部 42)、厚いもので 2.10cm (底部 9)を計るが、概ね底!事は、 

1.3""1.35 cmのものが多い。底径との関係では底径が 8cmを超える大形の資料は、底厚が薄い。

平底は底面から外側に直線的に立ち上がる器形になるもの (底部 44・45・46・47)が、大

半を占め、グスク土器の鍋形に属すると思われる。底径の計測可能な資料でみると底部 43が 

10.8cmで、底部 47が 21.0cm と大形の資料になる。底停が計測可能な資料では底部 45およ

び底部 47が1.15cmとやや厚く、底部 46は 0.40cmと薄い。

丸底は底厚の厚いもの (底部 1) と底障の薄いもの(底部 2)が得られており、尖底は底厚が

厚いもの(底部 4・5)、薄いもの (底部 3)が得られている。器壁や器面調整、胎土等から底部 

1""4は浜屋原式土器に属する可能性が有り、底部 5は大当原式土器に属すると思われる。

脚台は 3点得られ、内面に刷毛目状調整痕が明瞭に残るもの(底部 6)、内外面ともに比較的

丁寧なナデ調整が施されるもの(底部 7)、上げ底を呈し、外底面に突帯を貼り付けるもの(底

部 26)がある。

屋部貝塚出土の土器は、前述のとおり員塚時代後期後半の土器が主体を占め、その次に員塚時 
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代後期前半の土器、グスク土器、貝塚時代前期の土器の順である。員塚時代後期およびグスク土器は当

貝塚のW層から多く出土していることから、本層に当員塚の盛期jがあったと予想される。残念ながら員

塚時代後期土器とグスク土器の層位関係を明確に区別することはできなかった。V層出土の貝塚時代前期

の土器は最も出土数が少なく、器面の磨耗が著しいものであるが、今回の調査地とは別地点に当該期の

主体部がある可能性を示唆する。

なお、本員塚出土の土器� 6点(貝塚時代前期土器・貝塚時代後期土器・グスク土器)の胎土分析を行った.

その結果、員塚時代前期および貝塚時代後期の土器胎土は本部半島内の地質背景が推定されたが、グス

ク土器で平底の分析試料の胎土中に、沖縦本島外の産地が推定される葉ろう石の鉱物片が多く確認され、

搬入品である可能性も考えられる。詳細は後述の� rw自然科学分析の成果」を参考されたい.

土器出土層別集計

部位 文様
出土層位

表採 かく乱� E E W v 言十

ロ縁部
無文� 4 7 60 72 

有文� 2 4 7 

胴部
無文� 23 4 72 34 187 729 50 1099 

有文� 5 6 

底部� 16 115 133 

口縁部~底部

小宮十� 28 4 75 34 212 914 51 1318 

土器底部出土層別集計

底部形態
出土層位

表採 かく舌l E E 'N v 言十

丸底� 3 3 

尖底� 3 6 9 

平底� 4 5 11 

くびれ平底� 9 97 106 

脚台� 。 4 4。小計 。16 115 133 
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屋部貝援土器口縁部 l' lOIi.e明書� z ・也 ・D・� (0.) :J Ii竃 【� 廟見... 岨)

ロ1

『・圃-

ロ3


ロ4


①ノー� 18 V 


②作文n総書11 -

③� 0.48-O.70 


@ ロ録郎t立直立する.ロ級官事低下に


繊1立のlf.M虫:を� 2粂範す.良縁時代

前期の t:!:iに窓似する.

① ヒー� 7 JV 

②-H文n録郁・�  

③� 0.45 -0.8 


@ 内外価にナデ調盤、指jJilE彼.口

線怖は1((立し、山形口紋邸となると� 

j思われる.口容部の一郎に剣1:1.

①ヒ ・18 IV 


② 無文ロ録郎 ー� 

③� 0.53-O.71 


@ 内面にナデ調笠と 工具調書~1，誕 . 外 

t偏になで調笠.胴部からn級官官にか

けて1氏線的な:!:i形.

①ヒ ー11 JV 

② 無文口銭錦ー�  

③� 0.35 -O. 63 


③ 内面:ニナデ濁m.一錦工具鋼笠銭

外面になで凋鐙.一郎指必I圧lii 胴

郎からntま郎にかけてl直線的な禄形.

外面i立火然を受けたためか脆b 、 . ~

唆I立jiJい.

-，， 

32 




り ・I&' _ 圃) ・~ (岡崎 順宛 屋郡貝塚土器底部t 15..・聾{ ~ ，

①ハ-6 N 
②丸底ー�  

③� 2.25 、
 
@内外商ともに街頭による調盤。厚手の丸底.

内面lま平滑で、外面は凹凸が残る.貝塚時代

後期の浜屋駅式土器の範"か?
.1 。


①ヒー9 N 
② 丸躍� E -

③� 0.90 


@薄手の丸底.外面1:1:火書換を受けたために総
 ¥とブ
b、.

庖 2 

①ハー10 N 

②尖底ー�  

05 1. ③

@ l .3 薄手の尖底.内面は指llJ圧線.外部にナデ

凋整を絡す.

①ハヒー1I m 
②尖底 ー� 

③� 2.50 


@厚手の尖底.内外面ともにナデ綱.を絡す.
 .4 


①ハヒ� -6 JV 
②尖底 ・� 

60 1. ③


@比較的厚手の尖底.外底商は一線被鎖する.

①ハヒ� -6・7 N 

②脚台?�  2.6 

③� 3.10 


@外底面は一郎被告� 1する.外商は工具ーによる


測慾がなされ、内面は刷毛白状の誠監語道が顕


著に残る. 慮� 6
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塵部貝塚土器口縁部� ~・ 邑IJ

• 
ロ5

ロ6


ロ7


ロS 

j 3 a:l((10) A(ロ蜜，la.2 . C' IlIJ1t 

①ハー10 IV 

-11総書11② 無 文 �  

③� 0.58-0.91 


@内面上部はナデ調鐙.下郎iま指頭


圧，i* . 外部にナデ調書~. 綱吉事から口

容111立I江線的、口唇籾付近で僅かに


外以.Uij1時代後期の浜極Di(式土援


の範囲書か.


①ハ・13 IV 


②無文口緑郎・� 

③� 0.39-O.51 


@内而にて兵による慣f立の鴻型軽m.
外面に指顕在掘i.脳偲から口線鶴に

かけて直線的な~形で、ロ聴郎砥下

を削り口縁部を3寺銭.

①ヒー17 IV 


②無文n縁fItI-

③� 0.6 -O. 76 


@内面にナデ調整.外部にナデ測鍍.

-$指:筑圧痕.胴宮Eから口銭鰯にか

けてやや外に聞き、口容郎付近で僅

かに外反.

①ヒー17 1V 

②-<<文口紘節ー� 

③� 0.38 -0.55 


@内外面に指頭圧m.例締からn縁

部はill線がjな総形.口将部付近で{健

か:こ外反，外商に不明瞭な細沈線文. 

211堕11"い.良縁時代後期の火当原

式上総の範畷か.
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T 旭区 .." 2 .・-・<1<個}草� ..<圃) ~ MR 屋部貝慮土器底部

①ハヒー7 JV 

②脚台{杯形)� 3.2 

@ 3.35 

@初:形に属すると恩われる.全体にナデ欄般

を催す.
一匹
 117 

① ヒー11 IV 

②くぴれ平底� 4.9 

③ '  

@指庄による側整.内底面は磁鍋.外底面に

には鉱物片が餓出.

①ハヒー7 IV 

②〈ぴれ平"� 6.4 

③� 2.1 

@底I以が/!I.い.外衝のくびれ綿分は街頭圧彼

が量員教i. 内底面に土総整形時に指でつまんだo

1il.が中央部に隆組する.

①ヒー11 IV 

②くぴれ平底� S 

③� 1.4 

@内面にナデ網目室。外面l主工只ー調整痕および

街頭圧痕が残る.全体にγ曾な鯛獲がある.

①ヒー10 IV 

②くびれ平底� 5.35 

③� 1.35 

@内外商に工具によるナデ爾墜と街頭圧痕.

①ハヒー6 JV 

②くびれ平底� 6.45 

③1.30 

@内面に工具調設痕.外商にナデ銅盤と工具

調墜痕および街頭圧線. 

.8 

119 

.10 

ぇ臼� 
1111 

1112 
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屋部貝E家 主鶴口録部 I _ .t!lJ 2 C也� .011， (c・)� " MR伺) ・・:1 

ロ9


ロ10


①ヒー18 JV 

②無文ロ紋邸� 

③� 0.35 -O. 63 


@内外Iiiにナデ銅盤胴郎lま僅かに


張り、口録商事It外反.小形の資料と

思われる.

①ハヒ-i)・ 7 IV 


②布文口縁部ー� 

③� 0.58-0.93 


@内面にナデ凋m.上告事に術頭JJ:

復、� F筋工Jt.ii:l笠fふ外面に街頭

圧銭。嗣郎から口付部にかけて外� 

lこ聞き.ロu却は外反 外而に幽

..状の-f-IJUIIJな説;線文. :r~1\!はlJ1.

.も、� 

、言語f


ロ12
 

①ハヒー17・18 IV 


②無文口線網I 14 


③� 0.41 -O. 70 


@ 外耐の口線u'(fに指耳目l正徳.下郷

に工具による測笠仰と様1it. 1，1録郎

が強〈外反する蛍形内i磁li刷毛日

状の℃具:こより凋惣.口幅縮先趨lま

に成形される.

①ハヒ・17・18 IV 


② 有 文n縁郷� 6.2
 

③� 0.34 -0.55 


⑥ 内面にナデ凋被.下部に1慌かな指

頭11:彼.外而にナデ測'!l'f.n縁部Iま

強く外反し級官官がくびれる長額の骨量

形.外ifiiに縦{立の沈線を� 2条、斜{立

の細沈S取を� 1:条箱す.
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1:. _ .e順守�  u. 個) 3<・摩〈個】<l "'" (，11・ 屋部員塚土器底部� 

①ハヒー17・18 IV 


@くびれ平底 4.8 


回イaE 50 1. ③

@内面に丁寧なナデ調殺を絡し、平7ft.外面

にナデ調盤と工具車場整担道.

①ハー7 IV 

②くぴれ平底� 4.7 


③1.35 


@径がやや小さも、.外編に工具繍鐙痕が明瞭


に残り組織.

①ハヒ� -6・7 IV 


②くぴれ平底� 3.1 


③ '  


@径が小さL、.内底面� i立破凱.外商に工具銅

盤疲が娩る.

①ヒー10 IV 


②〈びれ平底� 6


③1.45 


@内而に工具測撃。内外面にともに比般的丁


寧なナデ測鐙を.Itiiす，

6.


①ヒ - V9 l

②くびれ平底� 5.4 


③1.0 


@内商iま街頭圧彼.外面に工具調整復.


①ハヒー7 IV 


②くぴれ平&�  5.35 


40 1. ③


@内面にナデ調整を絡す.外婦は工具凋盤� fil

が伐りやや組銭。

①ハー10 IV 

②くぴれ平底� 6.6 


③1.10 


@内面は脆〈、燥が付着.外商に工具調盤彼


が残り 、粘土俵合部も明瞭にみられ組鎌.立

ち上がりは左右対称でやや不安定.

.13 


止イ
 
Jll4 

凸ム
 
.15 


ι門� 
.16 


L止ぺ
窓口

ロ
.18 


ιVl 
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.(3 n"，)(o.騎也 ・� :2 I.M増唱Y屋部貝塚主器口縁部 田) M" 

①ヒー11 IV 


②無文口総書官 ー� 

③� 0.5 -0.;;9
ミミフ-q
③内外面にナデ調ff.ロ録郎は外反.� 

n府筋を外面に折り微弱な肥l翠併を� 

l乍る

ロ14


ロ15


ロ16


ロ17


.一， 

①ハ・18 IV 


②無文ロ総書事ー� 

③� 0.39 -0.51 


⑥ 内uii上宮古;ニ償{立の工u..JI盤線、下

郎に縦似の明瞭な工具泌.外面iに丁

寧なナデ刷費号、 ー書官斜{立の� CA凋m
痕.口総郎は僅かに外反.

l)ハヒー1 IV 


~型軽文 11緑郎 ・
 

③� 0.41-0.57 


@内面ナデ調理1.外面にナデ創盤、

街頭庄司比� 11縁官官は外反.

①ハー10 IV 


②無文口総錦ー�  

③� 0.33"'" O.46 


③内外衡にナデ調書E、指頭圧痕.ロ� 

u邸は外反 胸部に僚かな屈曲織を

形成，u塚田幸代後期の大当JJ;(x史上訟

の範町脅か.

①ハー7 IV 

~無文 n'量郎ー 

③� 0.20"'" 0. -16 


⑥内面にナデ絢墜とゆl毛fI~犬の凋3往

復.外1布に� r寧なナデ郷里民. n録制l 

f主外反し、� m節がくびれる.総鐙1ま

覇軍い.
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http:0.41-0.57
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1120 

• 

①ヒー� 10 JV 

②〈ぴれ平底� 5，75 

60 1. ③

@内面tま刷毛目状の工具彼が残るが、凹凸が

顕草野.外面l立工具凋殺を指すが.く ぴれ節分

に指』瓜圧僚が明隙に残る.

①ハヒー6・7 JV 

②〈びれ平.o:t:� 5.2 

③� 1.6 

@内l偏に丁鍛えtナデ灘盤.外商には工具捌.

痕が明瞭に娩る.
1122 

①ハ-11 JV 

②くびれ平底� 6.05 

③� 1.ω 

@内面に跡j毛目状調教療がみえるが、ややm U -1
毛回状1)街は工，Q.測強痕が残り、一部届I維.外

測艶彼もみられる. 1123 

①ハー9 JV 

②くぴれ平底� 7 

(3)1.50 

@内面に工具調整復.外商に工具調整疫が級

事量に俊り、粘土宇野が明瞭にみえる節分もある.


外底而中央I主催かにoiむ.内外面ともに鉱物


片が主主， t~ち多孔貨である.

①ハヒー6・7 JV 

②くびれ平底� 6.4 

751. ③

@底I 厚い.内底面は一部欠損.残存郎に'/.'/);

指頭1正彼がみえ外而は工iL調整痕が粗維に空襲

り、粘土併が明瞭にみえる郎分もある.回凸 たJ3� 
が著しい. .25 
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屋剖貝憲主器口縁部 ! :aIZ・田司， 

ロ18

一、一一一‘一一

ロ19

2 ・E也・0・圃)� '3 .11 (c・
t ) . 踊貝

①ハー9


②無文n&証書11 IV 


③� 0.6 - 10 


@内面になで調理堅と街頭庄司!l.

外面に� r寧なナデ調盤 目録

宮容はf僅かに外反し胴郁に微弱

な屈曲郎を形成m 貝塚時代後

期の浜属原式上総の範峨か.

$ハヒー6・1 IV 


②無文U縁郎� 11.0 

~ 0.38 -0.95 


③内I耐にナデ調盤、上郎に術liti庄銭

外商にナデ調金、 芸員郊に指ilfl圧fふ

-1l1l工.w.による調懸彼.口総郎は強

〈外反し頭線はくびれる.
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--

IJ(圃) i3l ~ (0・) ! "'，. 屋部貝塚主器底部‘形，③阿"・U ・・

①ハー13 IV 


②脚台?�  6.9 


③ー

@中~の脚台と思われる. 内底而にナデ鯖墜

を施す.外面はナデ調殺を基本とし、 一部工


具調型皇位がみえる.樹立の突起を貼り付ける.
 ヌ前イ� 
内底部l主大邸分が欠損する.

Jl26 

①ハヒー17・18 IV 


②くびれ平底� 6.1 


'" 

801. ③


@底厚が厚い.内箇Iまナデ調墜を施すが、立
~、 

ち上がり郎に工具調盤痕がみえる.内底面中 : __k
I 

ノ� L 
1 := I ~ ¥ 


央は未調mのため僅かに隆起.外面に比較的 I -."" I " 

丁寧な工兵調鐙を施す.外底面は粘土泌が顕

著. Jl27 

①ハヒー6・7 IV 


②くぴれ平底� 2.9 


③� 0.90 


@径が小さい.内面にナデ調盤.外面に比般

的丁箪なナデ翻ifl'!を縫すが街頭圧復及び工具
， 


鋼m復が一部残る.

f〉上
 
1128 


① ヒ-6 IV 


②くぴれ平底� 6.2 


③� 0.85 


@内外商ともに丁$なナデ関墜を織す.
鹿� 29


① ヒー9 IV 


②くぴれ平底� 6. 7 

一，，
回

，
l30 1. ③


@内面は工具鋼型住痕が明瞭に幾り、脆い.外

而は街頭圧痕が明般に伐る.全体として組緯.

〆
日
-
-

、一 ，
{
こ
�
 

，「!
二
�
 

i J
 

-

-

-
1130 


①ヒ�  -9 IV 


②くぴれ平底� 6.2 


30 1. ③


@内面にナデ調型症を纏すが、やや凹凸がみえ

る.外碩に工具調車産痕が俊る. .31 


/τ上L


①ハヒ-6・7 IV 


②くびれ平底� 6 


③� o.70 


@内外商ともに丁寧なナデ調整を基本とする
 Uイ
が一部工兵調盤瓜が残る. 底� 32
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屋部貝嫁土器口縁部� ，- "' ・4也・� 0・圃) ll (c・) l・� lJ 2 t . ... "''' 

• 
ロ20 ①ハ・10 JV 

②無文ロ緑郷� 12.8 


③� 0.52 -O. 67 


@内面にナデ調型1. 1::.1'1事に工具によ
ノ人司 Cf--~\ る凋盤痕、下部に街頭圧銭。外面に

ナデ羽車産. n唇部に工具ーによる調整

縦.下部に指頭圧痕.口縁部は直立

し、胴tfIIr士大きく綴る器形.

ロ21 ①ハー13 IV 

②祭文口総~底郷 


口径� 14.8 底筏9.8 総高� 8.6
 

③� 0.4-1.17 


@内面に丁箪なナデ調理It外面に権

政圧語道.円総郎から底郷まで残存す

る資料.波状ロ総を呈し、口縁部� Iま

内海気味に直立。� i虚飾はくびれ平底

だが‘くびれば弱い。貝縁時代後期

の大当原まえ土器の範窃か.

ロ22 ①ヒ ・� 17 IV 


②無文口縁部 ・� 

③� 0.40 -0.66 


⑤内外商にナデ凋盤a ロ縁部Iま内持軍

する. n唇宮5上d百に錨状の小突起を

貼り付けるa 貝稼時代後期後半のフ� 

zンサ下層式土総の範鳩か.
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I IIIi.M 1 見M ..国)〉草・.-.<帽.・ 〈.・・� 屋郡貝E家主器底部

①ハヒー� 17・18 !v 

②くぴれ平底� <1.6 

③� 0.65 

@内面に比般的丁寧なナデ調鐙を施す.外面

に工Jl.oiII盤を絡すが、徹底せずに粘土や凹凸

がみえる.外� JIE而中央は僅かにaむ. とゴぬ
 
.33 

①ハー13 JV 

②くぴれ平底� 6.55 

20 1. ③

@内而に比般的丁寧な工m珊繋を施す.外商

に工具.測笠を範すが、 一部指頭圧語道が後る.

外底面中央I主催地、にf1む.
底34 

①ハヒー� 17・18 !v 

②〈ぴれ'JZJA 6.6 
〈
，
 

/
 f

s【、



、
ー i③1.05 

、
¥

一

e-
一

、一

¥

、
一

J
I
J

@内外面ともにナデ測設を施すが、 指頭圧11{

が残る.総商の最� fJ雌が.R.られる� .
思 'a 

Ea 

①ハヒ� -6・7 !v 

②くぴれ平Ii.¥:� 4.6 

③� 0.95 

@内而に街頭圧療が多く残り中央が僅かに隆

起する.外面にナデ測盤を範すが街頭圧線が

媛る.
*16 

①ハー13 !v 

②くびれ平底� 5.85 

50 1. ③

@内而にJ普賢質圧痕が多く残る.外面に工具網 と__j--J
 
絡を泌す. .31 

①ハー13 IV ， 
②〈ぴれ平底� 5.9 、

、、、、� 
，̂

1・� 0司� 
I "'" / 

r------ I20 1. ③

@内面によ具凋t'U慌が組媛に残る.外面にナ
，� J I I 

デ凋E墜を絡すが街頭圧線が多く俊る. 底� 38 

①ハヒ� -17・18 !v 

②くびれ平底� 6.6 

③� 0.90 

@ 内側に7・なナデ調殺を絡す.外面』こ工具 Lイ� 
網畿を庖すが徹底していない. 1139 
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屋部貝塚主器口縁部/主器有文胴部
' 浬g・'lIJJ 2 r;t!・0彊 ("，1 3 ."  (圃) 4'麟貝

ロ23 ① ヒー17 IV 

1

t

②無文口敏部� 14.4 

③� 0.35 -O. 45 

A
ド
�
 

、、
�
 

@内濁にナデ調穀.外商にナデ凋墜
¥
l
h J

 
と指頭圧1lJ..� I ~'最古事は低立.

』、1

j
 

ロ24 

惨~~


①ハー11 IV 

②無文目録郎� 7.3 

③� 0.37 -0.74 

@内面に丁駅なナデ調盤。 外衝に

ナデ調型盤、街頭圧1長及び工具測m
綴. 口総節はやや内t符気味に直立.

①ハー17 IV 

②有文胴atI� -

③� 0.5 -0.61 

⑥内面に丁箪なナデ測整と刷毛回状

の調控fa.外面にナデ凋殺。伐存部

上而に羽状文、その直下に償{立の点

指l支:を2条範す.貝塚時代前期の土

捺の範防か. 

①� /-18 袋上� 

②� n文綱部 ・� 

③� 1.04-1.06 

③ 内外泊iとむに調mは丁寧.外面i二

被Ill.の沈線文を 2条施す.I条目の

'D毎- 沈線は浅く.� 2条目の沈線I主i'iい.

lLI 文憐および船上から、級人上総と思

われる.九州弥生土器量.

①ハー17 1¥1 

②有文胴錦ー�  

③� 0.33 -O. 51 

@内外i面ともに丁寧なナデ測鐙.外

商に不明隊な沈線文.区画された文

織の一郎の可能性がある.

胴3 

44 
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屋部貝塚土器底部z 

①ハヒ -6 N 

②くぴれ平底� 6.2 


③� O.ω 

・区
 '9
 ~ ‘. . 圃〉③ U < 麟見4圃) (，・.

@内面に比較的T*なナデ測墜を施

し、 一l'III I只，UUi，)lflる.外商に，lI¥'HI'

.40
イLL

• 
街頭圧療が多く俊る.

①ハヒー� 6 IV 


(2)<ぴれ平底 8.6
 

③� O.ω 

@内面にナデ測墜を施す.外面に工

具銅盤を絡すが徹底せず.

①ハー11 IV 


②〈ぴれ平底� 8.2 


③� 0.46 


@ 内外面とも比般的� TIflなナデ銅盤

を行う.

① ヒー� 16 IV 


②平底�  10.8 


③ゅ

@厚手の平底.底面からほぼ� 3垂直に

立ち上がる.内面iにナデによる調設

を縮すが徹底せず、 工具.調整復およ

び術頒圧線が残る.外面は指減圧1I{

が多く残り穂i雑.外底面には木の業

復.

①ヒー10 IV 


②平底

③ー

@ 内繭は� TJtlなナデ測整がなされ平

滑.外部になで測盤を施すが、僅か

に凹凸がみえる.底面から直線的に

立ち上がる. 

L レぺ
J
a41 

底� 42
 

/ー、、 

jヘヘ‘� f/ ) '¥〆 

J躍 を、.、...r<l阿7:� '-.';<:山、� ‘'

繍採U4a号39・

時 総会wf
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屋郡貝塚土器有文園部

胴� 4


• 

.5 


綱 6 

~.p' 2 llSl・0彊� {国) ;l 811(個� ) ..繍ft

①ハヒー6・7 IV 


②� 11文胴飾・� 

③� O. 5~ -O. 7 


@内部にナデ調整、 一錦IIJ毛臼状の 


飼~m. 外面にナデ調設. 後{l-!lII上

面には粘l:t量合部が顕著.外商に種差

位の沈線が2条範怠れる.

①ハー15 IV 

②有文胴郷ー� 

③� 0.54 -O. 7 


@内illJにナデ.R1l.外面にナデ調書E

と工JHI1鐙彼および指iiJifF.彼.外面

に償{立の沈線文が� 3条施される.

① ヒ寸o IV 
②有文胴郎・� 

③� O.ω-1.02 

@内面にナデ調書Eと℃只.調書E彼.外

面にナデ調~を臨すが~l街が刈厳し

作細I主不明@残存節の外t射上郎に、

浅いl同級状の沈線文.
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(圃)~・~(個)11..~.81'， ・.
・- ~ 
屋郡貝塚主器底部縄'"

①ハー11 m 
②平底 ー
 

③1.15 


@底面から外側に直線的に立ち上がる.内外面
 こク
ともにナデ測墜を施す.グスク土著書と恩われる.

底45 

①ハー18 N 

②平底 ー� 

③� 0.40 


@底面から外側に直線的に立ち上がる.内外面


ともに丁寧なナデ調教を施す.鉱物の浪人が多


い.グスク土援と思われる. .46 


①ヒー13 m ¥ 一一一上二二一一一てク� 
47庖0 1.2②平底 
  

③1.15 


@底筏の大きい平底。底面から外

側lに直線的に立ち上がる.内外面

ともにナデ織金を縮す.グスク土

畿と息われる.
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器種
出土層位

表採 かく乱� II E N v 2十
磨石� 3 35 38 

蔽石� 5 6 

石E求� 

m石� 2 5 

石皿� 7 7 

打製石斧� 2 3 

磨製石斧

対レイバー� 2 3 

円盤状石器

のみ状石器� 

くぼみ石 。小計�  7 57 68 

(2)石器

屋部員場から出土した石器は、総数 68点である.その内訳は、 『石器出土層別集計表Jに示した.

出土問はW閉が最も多く� 57点であるoIV層より上位の陪からは、石器の出土数は極端に少ない。確認さ

れた主要総額は磨石が愚も多く、次いで石皿、敵石の順である。農工具である石斧の出土数が極端に少

なく、それと比較して調理具である磨石 ・磁石 ・石皿の出土数が多いこ とは、貝塚時代後期の特徴の一

つであり、本貝塚もその例に該当する。また貝塚時代後期の土器が主体に出土する� W陪で、オキナワウ

ラジロガシの果実が検出されたことから、堅果類などを加工する際に、磨石 ・敵石 ・石皿を利用したこ

とが想定される。その他の器種では、砥石、スクレイパーなどが少数得られた。

石器に使用する石質は、堆積岩� 36点、火山岩� 17点、半深成岩� 5点、変成岩� 10点である.具体的な

岩石では最も多く使用されるものが、砂岩� 30点、その他主要なものは、輝石安山岩� 14点、千枚岩� 9点

である。

特徴的な資料� 11点を図化した.

石器出土層別集計表

48 
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])・S・ 醤' 同) 5' 圃)x 穴‘ 〈帽� )xQ夫11< 屋部貝塚石器町"。 ③否問 (!l'，箆窃 〈 '信文民 〈 . 個} 軍調町民

①.ハー17 JV ②.円盤状石総③.黒色千枚岩� @. 0.324 ⑤. 10，56 X 11.1 X 1.82 ⑥.完形。平面形は円盤状、縦断面

は平たい.周縁郎に細かい破打痕を残し、 一郎欠損するが.使用時によるものと恩われる.周縁部に認められる厳打痕から� a宝石
の用途が想定される. 
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2 

屋部貝塚石田� t也<<.Mま，..絡� ~6" 5 Q~~ (c耐� x;;:火種 〈圃)x i:?I;U(国) elli"(ka)函iiI ..

~、.

①.ハー� 11 IV ②.IO石 ③.照色千校岩� ③.0.846 ⑤.12.65x13.1X4.95 ⑥.完形.苧面形は扇状、縦断而は刃部に


向けて鋭角をミする.表面はn然而が多く俊るが、� w而には盟書簡がみられる.刃郎全体lこ高HT痕がみられる.刃郁中央は欠領す

るが使用時によるものと!.!!.われる.Ia石と，e石の厳用品. 

， / 

(
， 

ノ

、
，ミ
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，_
. on ..・11<同) 5厳夫・� 4圃)x・1t:l('3.3a宮.， 個) x1I1t11(圃) ~"'，. 屋部貝飯 石器

阪タゐ� 
3 


③.M¥色千役務� @. 0.3 ⑤.12.2x1.5x2.25 ⑥.基書官が欠扮する資料o 'I!爾は短冊
①.ヒ� -6 客土 ②.打製石斧

形を呈する.表 I而fまれ然l而が多く王監るが、後ff.郎中央から刃翻iにかけて弱いIiJfIfJがなされる.裏面およびゐ・側面には打;刺繍笠

がなされ、左側1布は打jIIIJ凋E町長に研府がなされるが、徹底しなb、.刃郎中央は大きく欠鍋し.使用時によるものと忠われる. 
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http:12.2x1.5x2.25


屋郡貝塚石鶴� 1泡Ii.l!!i!I %1軍司� τon A陸軍 〈同〉 晶届夫隻� t個)X .~~ I 四) x盛大. (帽】 軍爾"

~ごぐオ

4 


0_ 

①.ハー� 11 IV ②.打製石斧� ③.l¥色千敏治� ⑥.0.359 ③.14.65x7.7x2.3 ⑤.基織が欠損する資料.平面形lまパチ


形を室する.mM面I主打剥、舷打で凋殺される. 左布側面l"ii盛統的な打剣調書Eがなされ、 fi.側而l立打~I調整後に研白される. 刃

郎11欠狽のため形状は不明である.� 

!11 

百� 

E聞� 
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(f泊QI.・" ~唱E掴 a5闘 ~ül (k&.) ~a火袋 〈岨) x・夫・� E個) x鋪ス・{慣) ~I'''' 屋郡貝慮石踊� 

5 
- • 
①.ヒー18 IV ②.のみ状石松③.中粒砂岩� ⑥.0.16 ⑤. 12.8x4.4X2.1 ⑥. 完形 ?l~面は自然面を多く残すが、 下


織を打ち欠き、刃部{片刃)を形成する.� ~U面も表面I司傑に自然函が多いが、J，Ç~縫および刃陶iに弱い研居室I而が認められる. 友右


側面には僅かに研磨面を有する.片刃石斧に頬似するが、形成が徹底しないことや総稲を考慮してのみ状石総としてftI� i守する.
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屋部員虜 石艶� '旭S・純"�  1S峰 A百貨� 4・昆 (k&) SL.i:1l:.(圃)x錨ス;::(曲)x 届夫厚 t圃) ~瞬 R'2

・・・》 - .1
 
'

‘ ，. 
A ‘� ， 画一一

，一 ー、ー・
.

・6‘

ーム，: ・-
_)_t・� ..、!，ミ� 
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• 
①.ハヒー7 IV ②.くぼみ石 ③.砂岩 @. 0.716 ⑤.10.4x7.7x5.1 ⑥.完形。平扇形は術円形を益する.'JI.裏面に
 

m函を有する.J，U隠面および怠右側面にはくぼみが総められる.下面!こは厳打痕が顕著である.
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f・13.1!1f'i・極� 35. ..・io!(也) !lSil又.(岨)xSil文書 (ca>)( .文..【圃) 6111蝿 屋剖貝慮 石器

①.ハヒ ー� 7 IV ②.Iff石 ③.蹴石安山岩� @. 0.555 ⑤. 9.9x7.例� X6.1 ⑥. ~jU品. 平面形!土台形、断面 1"1三角形

を呈する.表面� Iま打剥によって聾形8れる.灘両 ・左右両面に府衡を残し、左側関には級く湾曲する組のくぼみを有する.

上鋪には鮫打復が認められる. 
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賂Ii'1"
 " .
屋部貝塚石器� 1 2Xlfo~5鱒 A.IIH切】� !GJIt!lx8"-ixIl~ (同，) e，情処� 

s 

①.ハヒー6・7 IV ②.11石 ③.砂岩 ⑥.0.926 ③.12.9X6.75X6.7 ⑥.完形.平面形、断面形は三角形を議する.


右側面は自然函を多く俊すが、全面に研Inがb草される. 特に裏面と左側面は磨石としての使月!頻度が~;，い. 周紘部は舷打官官と

して使用され、上下織と表磁頂郎;こそれが顕著である. 右側面から凝街li:~の-$が欠倒するが.使用iこ主るものと考えられる. 
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1. '.修� ~3益吉弘5筒 4，6;;;(ka> M画文民� f国) X.夫.<個)X IìI夫~ <国}凪JIJi" 屋部貝慮 石鶴� 
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• 

①.ハヒー6・7
 IV ②.磨石 ③.If石安山岩 741. @. 
 ⑤.14.62XIO.7X6.8
⑥.やや大型の半内状の石を使用し、平

面形は術円形を呈する. だ側面の'gtJれを除き全面に民事面がみられるが、特にi<~面および下面にそれが顕著である. 上面および

右側孤は厳打郎としても使用される.下甑から右側面の下方にかけて、打割網� l継が集中する. 
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屋郡貝塚石積 f:d・ε8 ~区H 36悶� 4 9.:.(1:&) $，品夫喪 t咽~ '< Iio火事 {四)x I画文.【個) ~'"見


/ぺ

ど'.-_;.)� 

①.ハヒー6・7 IV ②. -6皿③. 鰍石~11J泊 ⑥.4.139 ③.22.4x 16x 8.4 ⑥.完形。中視の艇を利用 し、変革4の岡市を


使用し.中央郎はlfJ商が形成され、くぼみを有する.悶緑郎には舷打線、� 4同総括Eがみられる..~碩 Iま表面に比べてくぼみが浅く、
 

lUiiiむ粗い.
 

~可l
.場対説I 
・-lペセヲ:寸-

みよれこ...  
ρH !、lBiI川ー l 


I若干I謀総.
11.， 
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も崎m.1IIJ ~唱G I量 ③6関崎賓館 {惚) "$lil，町長 〈咽)XII犬訓1<個)x崎文.<圃} 竃漸見 屋部貝塚石器� 

11 


①.ハヒー6・7 lV ②.石血 ③.砂岩(含雲母)� @.2.56 ⑤.32.4X18.5X2.2 ⑥.完形.腐平な石を用いた石皿考


えられる.還を裏簡とも縁辺にまでおよぶ磨耐を有し、中央総に厳打痕が多く後る.表面の上下部に浅いくぼみが形成される.
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(3)木型品

屋部貝域から出土した木製品は� 1点である。出土層は� W層。� W層からは、員塚時代後期の土器、

石器、石材、員類等とともに多くの樹木片が確認された。樹木片は、水磨をかなり受けている

ものがほとんどで、流木や後世の水田耕作の際に利用されたものが廃棄された可能性も否定で

きない.したがって、確認された製品が必ずしも出土層で使用されたとは言いがたい。

木製品� 1は、撃状製品の一部と思われる。先端が尖り、中央付近に孔を有する.出土したも

のは長さ� 57cm、幅� 12，5cm.，樹種はクロヨナと同定された. 

l' _ .IM 21隻さ� '3;8 ~漸 "

• 
①.ヒー7 IV 'Z.57 ③.12.5 

~.木材を尖らせて、俊郎中央付近に 5.7 閣の孔を穿つ.本資料l立小馬に号|かせて七を耕す民具である 「すき(ウザイ ) j の線分に形状が領

似する. すきは畑mが多く水mJllI立珍しい. 本資料の樹縄問定を行った結果、� 7メ科クロヨナ属クロヨナであった(f1V 自然科学分衡の成果� J

参照>.本資料の年代測定は行っていないが、沖縄貝塚時代後期の土器量が主体的に出土する� W厨から出土して� b、る.本資料� l立、後世の流れ

込みである可後性もあるため、所属年代I主事足時点では不明である.� 
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屋部貝塚木製品  

= (すき)
段割I .牛や!均に引かせて士を織す道具.ffl !!
シマザイ、ウザイ、イーザイという他.宮古 
.八重山ではヤーマという.

=状製品参考図 
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(4)貝製品

屋部貝塚から出土した員製品は、総数� 8点である。出土層は全てW層である。確認された製

品の種類は貝錘7点と有孔品� 1点に限定され前者が大半を占める。貝製品� 8)点中、� 6点を図化し

た。以下特徴的な資料の概要を述べる。

貝錘は全て二枚貝で、シャコガイ科製が� 5点、ウミギクガイ科製が2点出土している。

シャコガイ科製の貝錘は全て内側から外側に向けて孔が穿たれている。孔径は縦1.� 5crn、横� 

2crn前後の資料が多いが、中には貝製品� 2のように孔径が縦� 2.2crn、横� 2.6cmとやや孔径が

大きい資料もある。貝種ではヒメジャコ製が4点(内� 2点図化)、シラナミ製が� 1点となっている。� 

rw層出土シャコガイ科計測グラフ」は、自然造物(員)の� rw聞出土二枚貝集計表」 中で集

計されたヒメジャコとシラナミを抜き出し、縦径と償径を計測し同種の貝錘との大きさの比較

を行ったものである。その結果、製品に利用されたヒメジャコ・シラナミともに殻幅が� 10crn

前後のものが使われており、同様の員を員錘に選択したことが伺える。

ウミギクガイ科製の員錘� 2点のうち貝製品4は、今回出土した員錘の中では最も小さい.孔

の部位をみると、どちらも殻頂部近くの中央に内側から孔が穿かれている。

有孔品はアツソデガイの背而部で中央に粗孔を穿ち、そで部に研磨が施されているため何ら

かの製品を作る途中の加工品と思われる。

今回の調査で貝錘として利用されるリュウキュウサルポウの有孔品も多く出土したが破損品

や風化が著しいことから製品としての判別が困難であったので対象から外した.� 

(5)骨製品

屋部員塚から出土した骨製品は、ブラシ� 1点のみで、出土層は� E層である.牛の骨を利用し

たものと思われる.

遺物出土状況写真� 
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W層出土シャコガイ科針演lグラフ
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. 'ま自然遺物 .は貝鍾

来実測貝製品� 

(i;地区隅序 (.2 油剤 ⑤・位 ~..品の樋周 ③鎗Ax" ，圃} ⑥乳量調孔・ t圃}③JUI (a> 

. 

.J 

①.ヒー18 lV 

②.ヒメジャコ

③.右� 

④.貝錘� 

⑤� -x-

⑥� 1.5川� .7
 
⑦.34.28 


①.ハー18 lV 

②.ヒメジャコ

③ 左
 

④.貝鍾
 

⑤.5. 6x8.1 


⑥.O.7川� .7
 

⑦.67.6 
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屋郡貝塚 寅製品� ・aのa・Ii3・� W ・・ t圃) ~iI.. ~孔・ t圃J σ... (・h傭瀬良J}ltll ." (%11測� ~z 6・也
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的かどうかは不明.

~う 

d

一¥: ヲーj 

Ir.①.ヒー� 17 IV ③.ヒメジャコ ③. (1).只錘⑤.6.51X9.05 ⑥. 5x2. 2 .54.28⑦1. 

⑧~糸孔付近に内側から孔を穿つ 腹総書事の先絡が骨 しているが、全体の風化が務しく人工tm.

-，� 

，，..、 

/ 

2 


①.ハー� 7 IV ②.ヒメジャコ ③.左 (1).貝録 ③，6.6x9.6 ⑥. 2. 2x2. 6 ⑦.64.26 


③.足糸孔の近くに内側lから孔を穿つ.全体に勝滅しているが特に腹縁部の摩滅が目立つ.
 

~ 

3 


①.ハー10 IV ②.シラナミ ③.宕 .貝錘 7.9x 10 ，� 95 ."6.3 
(1) ⑤. ⑥'0. 95X 1. ⑦'

③.銭頂部の近くに粗孔を穿つ.孔にlま打欠の縦が顕答。� 

Cミ� 
・ -ーノ， 

①.ヒ ・� 17 IV ②.ウミギクガイ科 ③.左 ③.貝健� ③，7x6.8 ⑥.l.oX 1.9 ⑦.28.71 


⑧.般頂部近くに内側から孔をJJ!つ.
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貝製品/骨製品屋部貝塚� ..，~・)(.a}③圃1.孔lAx・}⑧干t・・o Ax・a灘轟のG③.也m.." ②・①亀.

4ミ
、

，• 
.九� / I 

、
‘・‘ー...;--

口
弘
、・ 〆~.

•‘.17.21⑦2x l.851.⑥.5.3x5.45 '. ⑤貝鎗4.③.左②.ウ ミギタガイ科11 IV①.ハー� 

③.音量頂節近くに内側から孔を穿つ. 
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�
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' ¥ 
①.ハー11 IV ②.アツYデガイ ③.背面 @.灯孔品 ③.9.6x6.95 ⑥.1.6X 1.66 ⑦.69.14 

⑧.背面中央舗に円形の孔を~つ. 腹面総から肩書Eにかけて欠如. そで部は研彪がなされていると忽われるが風化が迫害しく、

詳細は不明.

骨製品� 

①地区� m序 喧喧a・唱� ③ii害総・� t圃} ⑤重鑑� (.) ⑤概.�  

e!) 

@. 10.67 

⑤.表面の鎖飾付近が僅かに欠領するが、� l王lま商iJ傾を綴える

③.13.75x 1.16②.ブラシ日①.ヒー 18 

幽 ーlji-
資料である.頭部はくびれ、柄IJi.I立方形を呈する.

ブラシ部分から頭部にかけての断面形および柄部断而形は、

やや扇平な方形を呈する.ブラシ部分から柄部にかけては

外反せず直線状である，ブラシ部分には� 3 j1Jの植毛孔がみ

られる.� @ 

@-

/ 

• 
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(6)貝

員は、今回の調査で確認した I層.....，v層のすべてから出土しているが、当遺跡の明確な遺物

包含層である W層から出土した貝を対象に分類集計を行ってみた。結果は、 rN用出土巻員集計

表Jと fN聞出土二枚員集計表 Jに示すとおり。なお同暗から出土した具製品は集計に含まれ

ていない。出土数の算出方法は、下記に示すとおりである.

また、出土状況を比較するために、直上の皿陪の貝についても分類を行ったが表は掲載せず、

その概要を後述した. 

W層から出土した貝の総出土数は 7608個である。内訳は巻貝が 21科、 52種、 4008個。

二枚貝が 18科、 43種、 3600個である。最も出土数の多かった貝は、マガキガイで 2933

個出土し、それは全体の 39%を占める。次に出土数の多かった員は、マルスダレガイ科のアラ

スジケマンガイで、 1598個出土している。それは全体の 21%を占め、両者合計で全体の 6割

を占めている。マガキガイは、サンゴ礁域に接息する貝で、アラスジケマンガイは、河口干潟

等に棲息する員である.

出土した員を棲息域別に見ても、最も多く出土したのはサンゴ礁域に懐息する貝で 4268個.

全体の 56%を占めた。貝種はマガキガイやアンポンクロザメ、サラサパテイ、イトマキポラ、

シャコガイなどが出土した。次に多かったのが、海水と川の水が交じり合う河口干潟マングロ

ープ域の貝で、 1936個が出土し、全体の 25%を占めた。貝種はアラスジケマンガイをはじめ、

シレナシジミやキパウミニナ類が出土している。次に内湾 ・転石海岸の貝が 17%で、員種はリ

ュウキュウサルポウ、アコヤガイ、リュウキュウザルガイ、オイノカガミガイが出土している。 

E層の出土状況をみると、 W層と同じく、もっとも出土品が多かった員はマガキガイで、あった。

次いで多かったのはアラスジケマンガイと主体をなす員に変化は見られない。しかし、 N屑では

アマオプネガイ科は 1種のみであったのに対し、皿層では少数ではあるがカパクチカノコやイガ

カノコ ・カノコガイ・イシマキガイなど河川など淡水に接む員が出土している。その他にもマ

ルタニシが 26個、タイワンアラモノガイが 1個、タイワンカワニナが 4個、カワニナが 3個、

ヌノメカワニナが 1個出土していて、 W層ではほとんど見ることのできなかった河川や水田など

の淡水に棲息する員が多く見られた。また、 W閉では陸産の貝としてシュリマイマイ類のみが出

土したのに対し、皿府ではシュリマイマイ類 7点以外にもオキナワヤマタニシが 26個、オキナ

ワウスカワマイマイが 20個、パンダナマイマイが 16個、アフリカマイマイが 7個出土している.

(員の出土数算出の方法〉

巻貝は、 「完形 J r殻頂部と水管部が残存しているもの (殻頂+口 )J r殻頂部が残存している

もの (殻頂)J r水管部が残存しているもの (水管)J r破片Jに分類し、 「殻頂部Jに着目した集

計 (A) と、 「水管部」に着目した集計 (B) を行い、その多い方を出土数とした。チョウセン

サザエとヤコウガイについては蓋の数の集計も行い、上記集計の数と比べ、多い方を出土数と

した.

二枚員は、まず右殻と左殻に分け、次にそれぞれを 「完形J r殻頂残存部J r殻頂を含まない破片J

に分けて、 f完形 J+r殻頂残存部Jを右殻と左殻で集計し、その多い方を 「出土数Jとした. 
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W層出土巻貝集計表

出土状況 集計
出土数 棲息主義科 名 名 前

完形 鍛頂+ロ 殻頂 7)<.管 破片� A B 

ツタノハガイ科 オオツタノハ 。。。。
アマオブネ 。 。。� 2 2 b 

アマオブネガイ科

アマオブネガイ科不明 。 。� 2 2 

クマノコガイ 。。 。。 。
ニシキウズガイ� 4 。� 2 7 5 7 7 2 a 

ニシキウズガイ科

サラサパテイ� 5 3 89 3 495 97 11 97 4 a 

ニシキウズガイ科不明 。 。 。� 3 。
チョウセンサザエ 。� 27 。� 79 28 28 3 a 

トーーーー 一トー一一ーー ト一一一一 トー 一
チョウセンサザエ蓋� 15 。。。� 3 15 15 3 a 

カンギク� 4 。 。。 。� 4 4 4 E b 
リュウテンサザエ科

ヤコウガイ 。。� 4 。� 10 4 。� 4 4 a 
トー ーー トーー 一ー

ヤコウガイ蓋� 2 。。。� 2 2 2 ー� 4 a 

リュウテンサザエ科不明 。。。 。 。。 。
オニノツノガイ科 オニノツノガイ 。� 2 3 13 3 4 4 2 c 

カワニナ ネジヒダカワニナ 。。 。。 。� W 

ウミニナ科 キパウミニナ類 。� 4 2 4 6 6 8 8 皿� c 

ネジマガキ 。 。。。� 2 c 

マイノソデ 。。。。 。。 。
マガキガイ� 35 909 1989 24 151 2933 968 2933 2 c 

スイジガイ 。 。� 11 52 12 12 2 c 

スイショウガイ科 ゴホウラ 。� 3 5 4 26 8 7 8 4 c 

アツソデガイ 。 。。� 4 c 

クモガイ� 2 7 12 5 59 21 14 21 2 c 

ラクダガイ 。� 2 。� 4 2 3 3 4 c 

スイショウガイ科不明 。。� 19 68 19 19 

J、ナマルユキ 。 。。� 3 a 

ホシダカラ 。。。� 22 。� 2 c 
タカラガイ科

ヤクシマダカラ 。。。 。� 2 。。 。� 2 a 

タカラガイ科不明 。。。。� 17 。 。 。
タマガイ科 トミガイ� 5 2 7 4 7 2 c 

フジツガイ科 ホラガイ 。。。。� 4 。 。 。� 4 a 

オキニシ科 シロナルトポラ 。。 。� 2 3 。� 2 2 

レイシガイダマシ 。 。。 。� a 

ツノテツレイシガイ 。 。
アクキガイ狗

。� 2 2 a 

シラクモガイ 。 。。。� 3 a 
」� 
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科名 名前
出土状況 集計

出土数 棲息減� 
7由cn=，子 般頂� +ロ 殻頂 71<管 破片� A B 

オニコブシガイ 。。。 。。� 3 a 
オニコブシガイ科

コオニコブシ 。� 2 。 。� 3 3 3 a 

イトマキポラ� 8 15 7 170 132 30 193 193 2 a 
ヱゾパイ科

チトセポラ 。。。� 2 。 。� 2 2 2 c 

マクラガイ科 マクラガイ科不明 。。� 2 。 2 2 

フデガイ科 チョウセンフデ 。 。 。 2 2 2 c 

アンポンクロザメ� 6 15 220 12 10 241 33 241 2 c 

クロフモドキ� 4 22 4 27 6 27 2 c 

アンポンクロザメ類� 2 20 228 96 23 231 231 2 c 

クロザメモドキ 。。 。。� 2 c 

マダライモ� 2 。� 2 。� 3 4 4 a 

コマダライモガイ 。 。。 。。� 2 

ゴマフイモ� 2 。。 。。� 2 2 2 c 

コモンイモ 。 。。。� c 

アカシマミナシ 。 。 。� 2 c 
イモガイ科

イタチイモ 。。 。 。。� 2 c 

サラサミナシガイ 。。 。 。。� 2 c 

ヤナギシボリイモ 。。 。。� 2 a 

キヌカツギイモ 。。 。。� 2 a 

イボカパイモ 。。 。。 。� 2 c 

ミカドミナシ 。� 2 5 。� 7 2 7 2 c 

タガヤサンミナシ 。。 。。� 2 c 

ニキシミナシ 。。 。� 3 。
イモガイ科不明 10 6 41 85 226 57 101 101 

タケノコガイ科 タケノ� :コガイ科不明 。。。 。� 3 。。 。
ナンパンマイマイ科 シュリマイマイ類 。 。� 2 2 2 V 8 

ヤマタニシ科 オキナワヤマタニシ� 2 4 。 。。� 6 6 6 v 

不明 不明� 3 4 。� 3 。
出土数合計� 4008 

※� 1 リュウテンサザエ科は殻と蓋を集計し多い方を出土数とした. 
※� 2 キパウミニナとマ ドモチウミニナは口唇部などの破損により判別できなかったものはキパウミニナ頚とした. 

※� 3 アンポンクロザメとク ロフモ ドキの判別ができなかったものをアンポンクロザメ類とした.� 

※� 4 シュリマイマイ等は分類せずにシュリマイマイ類とした.� 

※� 5 貝の同定については、知念盛俊に氏にご協力いただいた. 
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W層出土二枚貝集計表

科名 名前
出土状況� (右� ) 出土状況� (左� ) 集計

出土数 後息峨
由~ff~ 殻頂 破片� 7由~ff~ 殺頂 破片 右 左 破片

エガイ 。。� 2 。。� 2 。� 2 a 

オオミノヱガイ 。。。。。 。。� 2 a 

エガイ類 。� 2 。。。。� 2 。� 2 2 

フネガイ科 ベニエガイ 。。。 。 。� 2 a 

カリガネヱガイ 。。。 。 。� 1 2 a 

オオタカノハ 。 。。 。 。� 2 a 

リュウキュウサルポウ� 68 384 810 83 417 806 452 500 130 500 E 2 c 

タマキガイ科 ソメワケグリ� 5 3 。� 2 8 8 E 2 c 

アコヤガイ� 23 386 47 44 232 20 409 276 253 409 E 
ウグイスカ� .イ科

クロチョウガイ 。� 8 4 。� 2 2 8 2 8 8 4 a 

シュモクアオリ 。。。。。。。。 。� 2 a 

マクガイ科 マクガイ 。。。。 。。 。� 2 a 

マクガイ科不明 。。。。。。。。� 2 。
イタヤガイ科 イタヤガイ科不明 。。。。。。。。 。
ウミギクガイ科 ウミギクガイ科� 4 34 3 13 32 8 38 45 57 45 

カキ上科 カキ類不明� 14 9 3 3 6 2 23 9 34 23 

カブラツキガイ 。。。� 2 。。� 3 。� 3 E 2 c 
ツキガイ科

クチベニツキガイ? 。。 。� 2 。� 2 

キクザルガイ科 キクザルガイ科� 15 17 3 9 10 。� 32 19 12 32 

リュウキュウザルガイ� 21 18 7 22 28 7 39 50 28 50 E 2 c 

ザルガイ科 カワラガイ� 36 66 24 53 69 46 102 122 82 122 2 c 

ザルガイ科不明 。。。。。。。。� 2 。
シラナミ� 29 19 11 34 22 28 48 56 57 56 2 a 

ヒメジャコ� 17 19 7 16 18 19 36 34 13 36 2 a 

シャコガイ純 ヒレジャコ� 23 67 28 21 55 26 90 76 137 90 2 c 

シャゴウ� 8 5 4 3 4 10 13 7 42 13 2 c 

シャコガイ科不明 。。。。。 。。� 1084 。
チドリマスオガイ科 イソハマグリ� 14 6 。� 10 3 。� 20 13 。� 20 c 

バカガイ科 りュウキュウバカガイ 。� 4 。。� 3 。� 4 3 。� 4 E 2 c 

ニッコウガイ 。。� 3 。
ニッコウガイ将� 

4 3 4 E 2 c 

リュウキュウシラトリ� 8 4 5 10 15 6 12 25 4 25 E c 

マスオガイ� 2 15 。� 4 14 
シオサザナミガイ科

。� 17 18 8 18 E c 

リュウキュウマスオガイ� 8 7 4 11 4 15 15 6 15 E c 

シジミ科 シレナシジミ� 44 230 28 37 215 21 274 252 28 274 皿� 0 c 

ベッコウガキ科 シャコガキ� 2 4 2 3 6 31 6 
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出土状況� (右� ) 出土状況� (左� ) 集計
科名 名前 出土数� 4蔓息峨

完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 右 左 破片

ヌノメガイ� 23 38 17 25 54 31 61 79 86 79 E 

ヌノメガイ類 。。 。。� 4 。。� 4 。
マルスダレガイ� 2 。。 。。 2 。� 2 2 

アラスジケマンガイ� 742 856 467 758 827 454 1598 1585 128 1598 m 

ホソスジイナミ� 18 10 3 18 7 。 28 25 28 E 

オイノカガミガイ� 35 23 4 30 23 58 53 2 58 E 

ユウカゲハマグリ� 14 10 6 12 24 18 。� 24 E 

マルスダレガイ科 マルオミナエシ� 4 2 。 2 4 。 6 6 。� 6 2 

リュウキュウアサリ 。 。 。。 。� 
' 

リュウキュウアサリ類 。 。。 2 。� 2 。� 2 

ヒメリュウキュウアサリ 。。 。。 。� 1 E 

ヒメアサリ� 4 2 。 。 6 2 6 E 

スダレハマグリ� 8 3 。� 9 3 9 E 

オキシジミ� 5 4 。 3 6 9 9 9 E 

マルスダレガイ科不明 。。。� 2 。。� 3 。� 3 

不明 不明 。。。� 2 。。。� 2 。� 2 

出土数合計� 3600 

c 

c 

c 

c 

c 

c 

a 

c 

c 

※� 1 エガイ・ペニヱガイ ・カリガネエガイ等のうち破損が著しく判別できなかったものをヱガイ類とした.� 
※� 2 ウミギクガイ科は種別に分けずにウミギクガイ科とした� . 
※� 3 カキ類はシャコガキ以外同定が困灘だったためイタポガキ科とベツ コウガキ科に分類同定せずにカキ類とした.� 
※4 キクザルガイ科はヒレインコ以外種別に分類せずにキクザルガイ科とした.� 
※� 5 ヌノメガイとアラヌノメガイの判別ができなかったものをヌノメガイ類とした.� 
※6 破損が著しくリュウキュウアサリとヒメリュウキュウアサリの判別がつかなかったものをリュウキュウアサリ頚

とした.� 
※� 7 員の同定については、知念盛俊に氏にご織力いただいた.� 
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W 自然科学分析の成果� 

1. 土壇分析

はじめに

今回の分析調査では、泥炭層および水田耕作土層堆積時における古環境の検討と、微化石(珪

藻化石、植物珪酸体、花粉化石)の残存状況の検討を目的として、放射性炭素年代測定、珪部分析、

植物珪酸体分析、花粉分析、微細造物分析、樹種同定を実施した。分析はパリノ・サーヴェイ株

式会社で行った.

(1)試料

土犠試料は、 ヒ-7東壁の土層より微化石分析用試料� 7点(試料番号� 1・7)、微細造物分析用試

料4点(No.1-4)の計� 11点が採取された。下位より、泥炭層下部(試料番号7、No.4)、泥炭層中部(試

料番号� 6)、泥炭層上部(試料番号� 5、No.3)、水田耕作土層(試料番号� 4.3.2.1、No.2.No.1)、と

される(図1)0

珪部分析、植物珪酸体分析は、試料番号� 1.3.5.7の計� 4点について実施する。花粉分析は、試

料番号� 1-7の計� 7点について実施する.微細l造物分析は、No.1・4の計� 4点について種実の検出

を目的として実施する。
.リ土11地層

放射性炭素年代測定は、No.4の微細l造物

分析から検出されたホルトノキ(核)を対

象として実施する。 ホad作土

木材試料は、各地点から出土した加工材� 

2点、自然木� 3点の計� 5点である。樹種同

定は、これらの� 5点と、� No.4の微細造物

分析から検出された木片より選択された� 2
ホ図f#作土

点の計� 7点について実施する.各試料の詳 (床土)

細は結果と共に表� 7に示す. 

(2)結果 泥皮膚

①放射性炭素年代測定
凡例

同位体効果による補正を行った測定結果 匡~. 

CJ砂
を表� 1に、暦年較正結果を表� 2に示す. 

巨ヨシルト

No.4のホルトノキ(核)の同位体効果によ 巨ヨ粘土

匡E樋似重体

る補正を行った測定年代(補正年代)は、� 仁コ暗色帯

630土40BPの値を示す.
庄司貝� 
rnサンゴ

図1. 住状図およu1式料採取位置

暦年較正とは、大気中の� 14C濃度が一定

で半減期が� 5568年として算出された年代値に対し、過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による

大気中の� 14C濃度の変動、及び半減期の違い� (I-ICの半減期� 5730土40年)を較正することである。

暦年較正に関しては、本来� 10年単位で表すのが通例であるが、将来的に暦年較正プログラムや

暦年較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、� 1年単位で表している.試

料には北半球の大気中炭素に由来する較正曲線を用いる. 

微
細
物
洗
い
出
し

花
粉
分
析

径
蕩
分
析

循
柚
例
経
厳
体
分
析

72 



民AA-60117 

CodeNo. 
現11定年丙� 

BP 

640::!::40 

暦年較正年代(cal) 

d13C 

出� 
-25.66::!::0.71 

暦年較正は、 測定誤差σ、2σ双方の値を計算する。 σは統計的に真の値が� 68%の確率で存在す

る範囲、 2σは真の値が� 95%の確率で存在する範囲である。また、表中の相対比とは、� σ、20の範

囲をそれぞれ� 1とした場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである.測

定誤差をσとして計算させた結果、� calAD1.294・1.391である.

②珪藻分析

結果を表3に示す。何れの試料も珪藻化石の産出が非常に少ない。試料番号7は無化石であった。

試料番号� 5は、陸生珪藻� A群の� Amthoramontanaが産出した。試料番号� 3は、 双縦構類で耐

乾性の高い陸生珪藻� A群の� Amthoramontana、Luticolamutica、種不明の� CraticulaψIt.

が産出した。試料番号� 1は、無縦構羽状珪藻類の� Thalassionemanitzschioidesが産出した。本

種は、海水浮遊性種で外洋指標種群または内湾指標種群に属する種である。その他に、有縦構羽状

珪藻類では、双縦溝類で流水不定性の� Cratiωlahatothi，旬、閉じく双縦溝類で種不明の� 

AmphoraψIt.、Gomphonema宅pp.、CraticulaSpp.、S匂� :Uroiね瓜'sSpp.、Pinnula討asppが� 

産出した.� 

向 

《

白 

‘，向
 

A.B 

S.

4畠昆'IJ. ~':Ifl:./.J "I "，g...干』

種 類
oH 流水

ind ind 

unk unk 

unk unk 

al-il ind 
unk unk 

unk unk 

al一il ind 

unk unk 

生態性
|指環標境種 3 5 1燦分�  

ー ー� 

Amphora montana Krasske 
EuhThalassionema nitzschioides (Grun.)Grunow 
Ogh-ind RA.U 3 -

ー ー ー� 

Gomphonema spp. 
Ogh-unkAmphora spp. 

ー ー� 

Craticuゐ� halophila (Gran.exV.HeurcωD.G.M制� n 

Ogh-unk 
ー ー .Ogh-ind 

2 3 ー ー� 

Staurone必� spp. 

Ogh-unkCraticula spp. 
. ー ーOgh-unk 

Ogh-ind RA ー� 

Pinnularia spp 
Luticola mutica (Kuetz.)D.G.Mann 

h
u
h
u
h
u
n
u
R
d

ー
h
u
h
U

ー
h
u
n
u
h
O

海水生種

u
h
U

海水~汽水生種
U汽水生種

u
'
'
a
o 

υ
a
d

u
h
u
n
u 

Ogh-unk 

内 

淡水~汽水生種
淡水生纏

。。 実 
建藻化石総数 J

V

凡例� 
pH:水素イオン潰度に重唱する適応性 C.R.:流水に対する適応性H.R.海分;a度に対する適応性� 

il・← 好アルカリ性積 ir咽� :iii水不定性種Euh 海水生種� 
O&h-ind 貧塩不定住橿� 蜘咽� :pH不定住宅量 w也� :iii水不明祖� 

Oat>可nk 貧塩不明姐 制也� :pH不明，.

環均質指機種君草� 
A:外洋指標種.B肉湾指標種(以上は安軍事.1990) 
S好汚濁性種.U:広媛適応性種(以上lまAsaiandWatanabe.1995) 

:A :R:隆生瑳藻(RA 群.RBB群.RI:未区分、伊蕨・纏肉.1991) 
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③植物珪酸体分析

結果を表4に示す.各試料から

は植物珪酸体が検出されるもの

の、 分類群、個数ともに少ない。

分類群の特定が困難な不明珪酸体

もわずかに認められるが、保存状

態が悪く、表面に多数の小孔(溶食

痕)が認められる。栽培植物のイネ

表4.植物珪酸体分析結果� 

種 類
試料番号

イネ科葉部短細胞珪酸体
不明キピ型� 
不明ヒゲシパ型� 
不明ダンチク型� 

イネ科葉身機動細胞珪酸体

互盟
合計

，の£
 

，
e

ヒー 東壁7
73 5 

，，
 

1 1 
1 ー 骨

2 - 1 -

5 3 

e ‘
『a ‘，内
イネ科葉部短細胞珪酸体
イネ科葉身機動細胞珪酸体

属は全く検出されない。
R
J
v
h
g

の，‘

d
a
a
y 

B

rtat 
④花粉分析

結果を表5、図2に示す。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類問の区別が

困難なものを示す。試料番号7.6では、 木本花粉の割合が高く、 マツ属とホルトノキ属が多産す

る。その他では、 コナラ属アカガシ亜属、 シイノキ属、 ジャケツイバラ属などを伴う。 草本花

粉は少なく、 イネ科、 カヤツリグサ科、 ヨモギ属などがわずかに認められる。 なお、 イネ属に

由来する花粉は検出されなかった。 また、分析残誼中には微細lな植物片が多量に認められた。

試料番号5は、 草本花粉の割合が高く、イネ科が最も多く産出する。次いでカヤツリグサ科が

多く認められ、 ミズアオイ属、ヨモギ属などを伴う。なお、イネ科花粉におけるイネ属の占め� 

る割合は、 9.9%である。木本花粉はマツ属が最も多く産出し、アカガシ亜属、 シイノキ属、 ホ

ルトノキ属、 クロツグ属近似種などを伴う.
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表5.花粉分析結果

種 類
東壁7ヒー� 

星担量呈 2 3 4 5 6 7 
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2 3 
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総計(不明を除く)
イネ科花粉中におけるイネ属の割合[%]

ミソハギ属 ー ー �  1 - -
アカパナ属ーミズユキノシタ属 ー� 1 - ー� 1 

アリノトウグサ属 1 -ー ー
置� 

セリ科� - 2 - - 1 
ナス属近似種 ー-ーー

ヤエムグラ属ーアカネ属 ー ー

ヨモギ属� 3 13 3 3 22 8 4 
キク亜科 ー� 2 - - 3 
タンポポ亜科� 593  9 4 - -

.---否盟re_ffl_ー----------------------一一一__I____J_~____1~_____1?____~_1____1]____J_I.
シダ類胞子

ミズワラビ属 3 5 5 3 
他のシダ類胞子 116 173 108 116 119 29 16 

合 計
木本花粉 118 134 150 132 128 172 168 
草本花粉 632 691 236 362 539 29 19 
不明花粉 7 12 12 12 24 17 17 
シダ類胞子 119 118 113 119 119 29 16 

230 203869 
30.5 。。� 

-

申・，� 
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賦料番号4.3は、 草本花粉の割合が高く、イネ科、カヤツリグサ科が多産し、アブラナ科、ミ

ズアオイ属、タンポポ亜科などを伴う。また、水湿地生植物であるサジオモダカ属、ミズアオイ

属、ミズワラビ属などの花粉・胞子も検出される。なお、イネ科におけるイネ属の割合は、� 

13.2・15.3%である.木本花粉は、ほぽマツ属により占められており、アカガシ亜属、シイノキ

腐などがわずかに認められる。

猷料番号2.1は、他の試料と比較すると花粉化石の保存状態が良好である。花粉化石群集は、さ

らに草本花粉の割合が高くなり、その多くがイネ科により占められる。イネ科におけるイネ属の

割合は、� 30.5-31.7%である。その他ではカヤツリグサ科、アブラナ科、アカザ科ーヒユ科、ヨ

モギ属などを伴う。わずかではあるが、ガマ属、サジオモダカ属、オモダカ属、ミズアオイ属、

ミズワラビ属などの水湿地生植物も検出される.木本花粉は、下位層同様マツ属により占められ

ており、アカガシ亜属、シイノキ属、マキ属、ヤマモモ属などを伴う.

⑤微細造物分析
事 曹. -司副唱畠.，~，官'守事ヨ"

結果を表6に示す。棟子植物2分類群3

個、被子植物39分額群868個、計871個の

種実や繋が検出された。また、部位・分類

群が特定できなかった不明積実が261個確

認された。種実以外では、植物のトゲ、シ

ヤジクモ科の卵胞子、木材、炭化材、動物

遺存体(骨・貝類)、昆虫などの破片が確認

され、表中にr+(プラス)Jで示した.

検出された積実や葉の状態は比較的良好

で、イネ科の一部と栽培植物のアワーヒエ

が炭化している.同定された種実や葉の形

態的特徴については省略する.

⑥樹楠同定

樹顧問定結果を表7に示す。微細遺物分

析(No.4)より抽出した木片2点のうち、� 1

点は小片で保存状態が悪い。散孔材の道管

配列を有しており、特徴がアカネ科の木材

に似ているが、種類の同定には至らなかっ

た。その他の木材は、 全て広葉樹で、� 6種

類(ヤマグワ ・イ ヌピワ属・クスノキ科・

シャリンパイ ・クロ ヨナ・アワプキ属)に

同定された.各種類の解剖学的特徴につい

ては省略する。

l2i額聖堂 錦位 状態
マツ..纏I:t管東歪震 葉 |正直片
マツ属 際ヒサカキ.. 破片� 
lキイチコ属 緩

木
アワフキ属近似種� tt 

本
ホルトノキ� 4裏 完形

|婿貯 

lタラノキ |綴
ウコギ科� tt 
アカテ立近似彊� l種子
チシャノキa 核
イトクズモ 果実
ヒルムシロ.. 果実
サガミトリゲモ近似種 種子

トリゲモ正;tt-')'i'f:
イハラモ 題ミ
へラオモタカ 醇置雪f更型型
スフ~ 種子
イネ 穎� l壁E
アワヒエ ~乳穎 炭化

イネ科� la土手4・減 炭化
果実

ホヲルイ属 果実
カヤツリクサ科 警ミズアオイ属
イフクサ科 果実

.型空.a. 果実
本ヒユ科 種子

ナT シコ科 種子
|ヲガラシ 塁塁�  

pオヘ…ラビンイダチゴイチE属Eゴ一ー'" 4主

き空f、三里E 種子
エノキタサ 種子

コ下方ミカすン才ソすウ亨..- 君主
チドメグサ魔 果実
セリ科 言季サクフソウ科
イヌコウジユ属 果実

ナ~主 種子
タカサフロウ 果実
|キク科 塁塁E

不堕盗塁
樋物のトゲ
シヤジクモ科 O) ~II塑三塁
~望 
-化材
。物il'l存体(骨・貝頚)
虫

分析量(cc) 
(ρ 

ヒー7果壁�  

No.l No.2 No.3 No.4 
. 

2 
5 18 18 23 

- 12 
2 51 

2 
2 
3 
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2 

22 29 7 

- 2 
6 8 57 

4 
2 

ー� 
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. 2 
2 
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3 
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4 4 ー� 
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3 . 
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. - 3 28 

2 
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+ + + 
令� 4・� + + 
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735.6 643.9 668.5 2081 
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地区 地点 番号 層位 樹種 漏ヨ雪

ヒ地区� 6地点� No.201 89.4cm シャリンパイ類
ヒ地区� 7i也点� No.107 IV クロヨナ 加工哀あり

ヒ地区� 17地点� 128.5-122.5cm イヌピワ属

ヒ地区� 17地点� No.140 155.5-145.5cm クスノキ科 加工痕あり

ヒ地区� 18地点� 110-106cm ヤマクワ

ヒー� 7東壁� No.4 アワブキ属 微細遺物分析より抽出

ヒ-7東壁� No.4 2 |広葉樹� (散孔材� ) 微細遺物分析より抽出� 

表7.樹種同定結果

(3)考察

①化石の残存状況

泥炭層、水田耕作土は、いずれの試料からも珪藻化石、植物珪酸体がほとんど検出されなかっ

た。 一方、同試料における花粉化石、種実遺体は、検出個数も多く、保存状態も比較的良好であっ

た。とれらの要因としては、珪離の被殻や植物珪酸体を構成する非品質の珪酸分に由来する可

能性が挙げられる。

本地域が属する雨量と蒸発量の多い湿潤亜熱帯雨林気候下では、強い風化作用のため、土壇

中に含まれる造岩鉱物の大半は分解し、塩基や珪酸の溶脱作用が起こることが知られている(松

井，1988)。このような珪酸の溶脱は、珪藻の被殻を構成する非品質の珪酸分に影響を及ぼした

可能性がある。また、珪藻の被殻とほぼ同様な組成からなる植物珪酸体は、土壇中のpH、含水量、

温度などの外的要因により風化するとされ、湿潤な土犠や土壊温度が高い堆積物の方が、風化

の度合いが高いとされている(近藤，1988)。

以上のことから堆積物中に取り込まれた珪穣化石や植物珪酸体は、外的要因による強い風

化作用のため、分解・消失した可能性が考えられる。沖縄本島の遺跡では、宜野座村の漢那福地

川遺跡 (パリノ・サーヴエイ株式会社，1� 993b)、前原遺跡(パリノ・サーヴエイ株式会社，1999)、

宜野湾市の真志喜富盛原第二遺跡(パリノ ・サーヴエイ株式会社，1998)、新城下原第二遺跡(株

式会社古環境研究所，2006;パリノ ・サーヴエイ株式会社，� 2006)などで同様の傾向が認められ

ている。

今回は、珪藻化石や植物珪酸体の産状から環境変遷を検討することは困難であったため、花

粉化石群集、種実遺体群、木材の産状から推定される環境を以下に述べる。

②水田耕作土層における水田稲作と周辺植生

昭和� 30年代まで利用されていたとされる水田耕作土層の花粉化石群集、種実遺体群の種類

構成は、 革本類主体で、イネ属に由来する花粉やイネの穎が認められた。中村� (1980)は、本

州における現在の水田耕土に含まれるイネ属花粉の割合は� 30%以上の比率であることから、イ

ネ属の割合が� 30%以上を示す場合、少なくともその付近で現在に近い集約度の稲作が行われて

いたとみなせると述べている。今回、検出されたイネ科花粉におけるイネ属の割合は、耕作土

層上部で約� 30%、下部で約� 15%であった。また、イネの穎も、上部で� 35個、下部で� 21個認

められた。以上のことから、花粉化石群集、 種実遺体群は、 水田耕作土層とされる発楓調査所

見を裏付ける結果であると言える。

イネ属以外の草本類では、イネ科、カヤツリグサ科、アブラナ科、ヨモギ属、アカザ科ーヒユ科、

タンポポ亜科などの花粉や、イネ科、カヤツリグサ科、タデ属、ヒユ科、ナデシコ科、カタバミ属、

エノキグサ、コミカンソウ、セリ科、サクラソウ科、ナス科、キク科の種実など、明るく聞け� 
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た場所に生育する分類群や、ガマ属、サジオモダカ属、オモダカ属、ミズアオイ属、ミズワラ

ビ属などの花粉・胞子や、イトクズモ、ヒルムシロ属、サガミトリゲモ近似種、イバラモ属、

ヘラオモダ力、オモダカ科、スプ夕、ホタルイ属、ミズアオイ属、タガラシの騒実など、水生

植物や湿った場所に生育する分類群が確認された。これらは、周辺域の草地や水湿地などに生

育していた� f人里雑草」や、稲作に伴う「水田 ・水湿地雑草」に由来すると思われる。また、汽

水性沈水植物のイトクズモが確認されたことから、周辺域に海岸沿いの湖沼や温沢地、干拓地

などの水域が存在したことが推定される.

一方、木本類の種類構成は少なく、花粉化石はマツ属(主に複維管束亜属)が優占し、照葉樹

林要素は下位の泥炭層より減少する。種実は、低木のキイチゴ属の肢と、マツL孫娘維管束亜属

の葉が確認されるのみであった.日本に生育する複維管点亜属には、アカマツ ・クロマツ ・リュ

ウキュウマツの� 3種類がある.このうち、アカマツとクロマツは、沖制には自生せず、リュウキュ

ウマツが沖縄で広く生育している。これらのことから、今回の試料もリュウキュウマツの可能

性が高い.リュウキュウマツは海岸から山地にかけて分布し、 二次林の要素でもある.

以上のことから、花粉化石群集や種実遺体群から推定される植生や地獄環境は、水田耕作土

居とされる発銅調査所見を支持するとともに、周辺域は開けた環境で、海岸沿いの湖沼や塩沢

地や干拓地などの水域が存在したことが推定される。また、照葉樹林袈素の減少とリュウキュ

ウマツ林の拡大は、稲作などの人間活動に伴う照葉樹林の破壊を示唆している可能性がある.

抑制本島の遺跡では、漢那~~地川水田枇遺跡の花粉化石群集で、照葉樹林の減少とイネ属や水

田植物の出現、マツ属が噌加する傾向が得られている(パリノ ・サーヴェイ株式会社� .1993a)0

③泥炭層堆積時の周辺植生および植物利用

泥炭層下部から検出されたホルトノキの核の放射性炭素年代測定を実施した結果、暦年では

グスク時代に相当する� 14世紀頃の年代を得た。発蜘i調査所見では、本府から土器(くぴれ平底

土器)や、木製品、自然木、種子などの造物が出土しており、土器の年代観から見るとやや新

しい年代と言える。以上のことから、泥炭層から得られた花粉化石群集、種実� i立体i伴、木製品、

自然木等から推定される植生および植物利用の状況は、含まれる土熔が示す員塚時代後期~グ

スク時代、および種実遺体が示す� 14世紀頃の状況を示している可能性があると言える.現時点

では、この年代観で考える。

木本類は、花粉化石はマツ属、ホルトノキ属が多産し、コナラ属アカガシ亜属、シイノキ属、ジャ

ケツイバラ属、アカメガシワ属などが認められた。種実遺体は、ホルトノキが多く検出された

ほか、マツ属複維管東亜属、マツ属、ヒサカキ属、キイチゴ属、アワプキ属近似種、タラノキ、

ウコギ科、アカテツ近似種、チシャノキ属が認められた。木材は、加工材にクロヨナとクスノキ科、

自然木にシャリンパイ類、ヤマグワ、イヌピワ属、アワプキ属が認められた.いずれの分類群も、

現在の沖縄島に分布する常緑広葉樹林(いわゆる照葉樹林)の構成要素で、沿海地に生育する海

岸植物や陽樹が合まれる.

草本類は、花粉化石はイネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属などがわずかに認められるのみで、

イネ属に由来する花粉は検出されない.種実遺体も、水生植物のイバラモ属、湿った場所に生

育するタガラシや、カヤツリグサ科、イラクサ科、カタバミ属、ナス科などが少量認められる

のみで、周辺域の草地や水湿地などに生育していたものに由来すると思われる.

なお、泥炭層上部の草本類は、花粉化石、種実遺体ともに豊富な極額構成で、イネ属に由来

する花粉やイネの穎、水田・水湿地雑草などが認められる.これらの革本類は、本層上位の水� 
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田耕作土帽の種類構成に類似することや、その層界に撹乱が見られることから、上位層からの落

ち込みに由来する可能性が高いと判断される。

以上の結果より、貝塚時代後期 '""'14世紀頃とされる泥炭陪堆積時の本遺跡の後背山地・丘陵

地には、木本績を中心とする植生であったと思われる。アカガシ亜属、シイノキ属、ホルトノキ、

ホルトノキ属、ヤマモモ属などからなる照葉樹林が存在し、山地から遺跡周辺の海岸付近には、

ホルトノキ、ホルトノキ属、クロヨナ、シャリンパイ類、イヌピワ属、アカテツ近似極(アカテツ科)、

クロツグ属近似種、ジャケツイバラ属などが生育し、明るく聞けた場所などにはマツ属(リュウ

キュウマツ )やヤマグワ、キイチゴ属、アカメガシワ属、タラノキ、ウコギ科などが生育するよ

うな森林が存在したことが推定される.このような組成は、北谷町伊礼原 C遺跡の縄文時代前期

の種実遺体群(大松・辻 .2001)、前原追跡の純文時代後・晩期相当期の種実遺体群(大松・辻. 

1999)、貝塚前期の木製品(能城 .1999)、新城下原第二遺跡の員塚時代前期の種実遺体群(高宮. 

2006)などと調布l的であることから、本遺跡周辺域においても、泥炭層堆有i時まではほぼ問機の

植生が続いていた可能性がある.

なお、現在の沖純本島では、ほとんどがスダジイーオキナワウラジロガシ林やリュウキュウマ

ツ林といった代償植生で占められている。今回検出された化石の中でも、アカガシ亜属、シイノ

キ属、イヌビワ属、マツ属、ジャケツイバラ属、アカメガシワ属、タラノキ、ウコギ科など代償

植生にみられる種類が多産するため人為的干渉が検討される。ただし、化石の場合、種までの同

定が難しい場合が多いので、検出された種類が代償植生に由来するかどうかを判断しにくい。ま

た、これらの樋類は自然度が高い状態でも、土地条件の悪い場所(海岸など)に生育するため、

今回の結果のみでは判断しにくい.県内の森林が人為的な干渉によってどのように移り変わって

きたかは重要であり、今後検出される化石の組み合わせや時代変遷などを考慮して、検討を続け

ていきたい.

ところで、今回得られた種実遺体では、 キイチゴ属は果実が食用可能であるが、植物質食紐と

して利用可能な分類群は認められなかった。樹種同定試料では、 7地点 NO.107と 17地点 

NO.140の 2点は、加工の痕跡が認められている。 NO.107は、芯持丸木で先端加工が認められ、

中央部に穿孔がある。同定されたクロヨナは、材質的な資料がほとんど無いが、沖縄県内では前

原遺跡で板目板に同定された例がある(能城 .1999)。一方、 NO.140は、紺lい幹から枝が出を出

した L字状を呈し、幹に力 n工痕がある。クスノキ科は、比較的重硬な種煩からあまり硬くない種

類まで材質は隙々である。県内では、前原遺跡でタプノキ属の板目板やクスノキ科の丸木陣等が

出土した例がある。沖縦県内では、木製品の樹極同定例が少ないため、樹種と用途の関係につい

ては不明な点が多く、今後の資料蓄積が謀題である. 
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2.出土土器の胎土分析

はじめに

ここでは、土橋と石器を対象とし、その材質について、自然科学の手法を応用した分析を行

い、客観的な資料の作成と当時の土器製作や石材利用に関する考察を行った.

特に土器の分析では、員塚時代前期、貝塚時代後期、グスク時代という時代 ・時期の異なる

土器開において、胎土の差異の有無を検討することを主目的とした。また、員塚時代後期の土

器における部種の違いと胎土との関係についても検討した。さらに、胎土中に認められた鉱物

片や岩石片の組成から、それらの由来する地質学的背京を推定し、名護地域や沖縄本島の地質

との比較も行う.分析は、土蟻分析同様、パリノ ・サーヴェイ株式会社が行った.

(1)試料

試料は、屋部員啄より出土した土栂片6点である.土器片には� 86・154・104・129・319・� 

543という辿物品号が付されている。造物番号� 86と154は、貝塚時代前則(純文時代後期)とされ

ている。屋部貝塚出土の員塚時代前期の土器は、貝邸時代後期の土器に比べて出土量は少な

く、また、貝尿時代後期の土器に比べて砂粒を多く含んでいることが肉眼観察により確認でき

る。遺物番号� 104・129・543は貝塚時代後期の後半(奈良~平安時代頃)に属すると考えられて

いる土器である。屋部貝塚では、この時期の土器が出土土器の主体をなしている.遺物番号� 319

はグスク土糖とされており、鍋形 表1.胎土分析鉱料一覧

の底の広い平底片である。混入物

にいわゆる滑石とされている鉱物

が認められている。各試料の出土

地点 ・崩位、総種などは表� 1に示

す.� 

(2)結果

薄片観察結果を表2、図2-4に示

す.以下に各試料の特徴につい

て、鉱物 ・岩石組成(図1)、砕属物の量比(図2)、粒径組成(図3)の順に述べる.

遺物番号� 地区・地点 層� /番号 備考� 

86 ノー� 18 V 貝i家前期土器 ・無文腕部� 

154 ノ-6 v 貝i家前期土器・無文胴部� 

104 ヒー� 18 W 貝i家後期土器・くぴれ平底� (カメ)� 

129 J、・ヒー� 17・18 W 貝1家後期土銭 ・くぴれ平底� (カメ� ) 

319 ハー9 W グスク土務 ・平底� (鍋� ) ・滑石混入� 

543 ヒー� 11 W 貝塚後期土器?・平底� (霊� )

①鉱物 ・岩石組成

造物番号� 86:石英と斜長石の鉱物片が主体を占めることが特徴であり、他に微量ながらも輝石

類や角閃石の鉱物片およびチャートや多結晶石英の岩石片を伴う。

造物番号� 154:上述した造物需号� 86とほぼ同憾の組成を示す。なお、遺物番号� 86では極めて徴

であった安山岩の岩石片が微世認められ、迫物需号� 86では認められなかった流紋岩 ・デイサ

イトおよび花尚岩頬の岩石片が微量含まれる.

造物番号� 104:角閃石の鉱物片を主体とすることが特徴である.石英は、角閃石よりもやや少

なく、斜長石は少量である.他に微量の白雲母の鉱物片やチャー ト、安山岩および変質デイサ

イトなどの岩石片を伴う。

造物番号� f129:全体的に計数された砂の量が少ないために、図� 1に示されている鉱物 ・岩石組成

は誇張された組成となっている。ただし、傾向としては、遺物番号� 104と同僚に角閃石の鉱物片

が多いことやチャートの岩石片が特徴として捉えられる. 
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)12.薄片観寮結果

砂 章宣の種 類 摘成

遺� iT 
鉱 物 片 岩 石 片 その他

石 斜 ヲ 斜 首色 角 葉 自 黒 不 チ 虫 安 多 花� E主 業 変� J: 車属� E主 給 右
物� f1l .. 合� ~ 長� 

'J 
方 斜 閃 ろ 雲 雲 透 ヤ 山 給 筒 長 ろ� lま 貫

石 化 土 灰番 区 ス� a 
T 針

号 分
石 ト 輝 続 石 つ 母 宅島 明� 

"
S告 吉弘 岩 岩 つ ん

イ� ~ 望主 t理 貧
，( 

石 石 石 鉱 ト イ 石 類 石 れ 化サラ
物

ョ，
英� t虫 いイ イ イ 石

ト 岩 ト� 

lIiI 。
短組粒砂 。
組粒砂� 15 27 2 4 51 

砂
中給砂� 18 28 3 4 55 

細粒砂� 5 3 10 
86 

4亜細胞砂� 14 5 4 3 27 

組粒シルト� 7 4 2 13 

中給シルト� 2 3 り
&貨 417 

孔隙� 27 

縮担軽 。
鍾粗粒砂 。
組粒砂� 8 17 5 351 

砂
中.m砂� 23 51 2 5 2 8 2 97 

細粒砂� 21 18 2 2 4 
154 

4壷細粒砂� 5 2 7 

締結シルト� 8 8 

中粒シルト

基質� 480 

孔隊� 62 

細様 。� 
4壷組草立砂� 2 

組事立砂� 2 2 5 

中粒砂� 5 8 
砂

締粒砂� 2 11 19 
104 

纏細粒砂� 82 4 

組組シルト� 9 3 5 17 

中位シルト� 6 6 

基質� 914 

孔隙� 157 

細磯 。� 
4壷組粒砂 。
組粒砂 。
中粒砂

砂
細事立砂� 2 3 

129 
極細粒砂� 4 94 

組粒シルト� 6 2 8 

中粒シルト� 6 6 

&貨 397 

孔隙�  55 

細磁

極組粒砂� 12 12 

組粒砂� 42 2 45 

中粒砂� 8 32 2 42 
砂

細粒砂� 26 13 40 
319 

極細1立砂� 22 24 

組粒シルト

中粒シルト
。

基質� 735 

孔隙� 73 

細E聖 。� 
4霊組組砂

組粒砂� 2 4 

中給砂� 5 7 
砂

細章宣砂� 2 2 7 
543 

短縮粒砂� 2 5 

組粒シルト� 7 7 2 16 

中粒シルト� 6 3 9 

書E貧� 717 

孔隊�  81 
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園1.各組皮膚における歯車物・轡石出現.11


遺物番号86(貝濠前期)

遺物番号154(貝塚前期)

遺物番号1ω{貝塚後期>-

盗事相番号 129(貝~後期 ) ・・圃 事遺物.-tt319(グスク}

造物番号543(貝覇軍後期}・・圃 竺竺習� 
o!ii 10¥ 20包 筑)5� "0唱 印、� 60" 7郎副l!i 縦ぬ� 1民>!.� 

l.lit.物 ロ&貿 図孔餓| 

112.砕属物・‘貧・孔.の割合 
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が多いととやチャートの岩石片が特徴として捉えられる。

遺物番号319:胎土中に含まれる砕屑物のほとんどは葉ろう石の鉱物片およびその集合体である葉ろう

石塊から構成され、それ以外の鉱物片 ・岩石片は極めて微量しか含まれない。なお、本試料の所見の中

で滑石とされた砕屑物は、ここで示す葉ろう石に相当すると考えられるが、滑石と葉ろう石の区別は、

偏光顕微鏡による観察では難しく、� X線回折による判別が必要である。ここでは、滑石よりも産状が一般

的な葉ろう石としたが、今後X線回折による確認がなされた場合には変更もあり得ることを記しておく.

遺物番号543:石英と斜長石の鉱物片を主体とする組成であり、他に微量の角閃石や不透明鉱物および

チャートや多結晶石英などを伴う。

②砕屑物の量比� 

6点の試料の中では、遺物番号86

ヨEe・・"".1111"111および154が最も多くの砕屑物量を

示し、� 30%に近い値を示す。次いで

遺物番号319が多く、概ね20%程度

m
a

である。遺物番号104・129・543の� 

3点は、砕屑物量が少なく、その量比

軸

骨

組

組

N

鍋 

は5%程度である。

③粒径組成

造物番号86:中粒砂にモードがあ

り、粗粒砂の割合もそれに近い。極
同

同

制

糊

脚

削

剛

帥

細粒砂に第二のピークがある。 組。
岨a 

造物番号154:中粒砂にモードがあ

り、次いで細粒砂、粗粒砂のj頓に多

い。

m

'0.・ 
6l' 

造物番号104:細粒砂にモードがあ

り、粗粒シルトに第二のピークがあ
園3.胎土中の砂の組径組11

る。これら2段階の粒径の割合は突出

している。

造物番号129:極細粒砂にモードがあり、組粒シルト、中粒シルトの割合も高い.組粒砂以上の砕屑物

は含まれない。

造物番号319:組粒砂にモードがあるが、中粒砂および紺l粒砂の割合もほぼ同様である。

造物番号543:粗粒シルトにモードがあり、やや突出している。中粒砂~細粒砂に緩やかな第二のピーク

が認められる.� 

(3)考察

①胎土の地質学的背景

屋部貝塚の位置する本部半島南東部には、古生代ペルム紀の石灰岩からなる本部層、中生代のチャー

ト・千枚岩 ・石灰岩 ・緑色岩などからなる与那嶺層が主に分布し、これらの地層を貫いて主にひん岩から

なる岩脈が散在する(宮城，2003)。今回の試料のうち、員塚時代前期とされている造物番号86および154

では、鉱物片の組成において、斜長石が石英と同量かやや多く、斜方蹄石と単斜輝石の両輝石と角閃石が

少量認められている。岩石片では安山岩が両試料に認められていることから、これら2点の試料の胎土

は、安山岩が主要な構成要素となっている地質に由来する可能性がある.上述した本部層や与那嶺層に� 
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は、安山岩を主体とするような層は含まれていない。至近の地質では、本部半島の北西部に分

布する今帰仁層下部に安山岩からなる屑位を認めることができる(木崎編，1985)。したがって、

遺物番号86および154については、屋部員塚周辺というよりは、本部半島北西部の地域性が示

唆される。員塚時代後期とされている遺物番号 543は、輝石類と安山岩が認められなかったが、

石英より斜長石がやや多いこと、不透明鉱物を含むこと、岩石片では多結晶石英が含まれるこ

とから、上述した迫物番号86および154に類似する組成と見ることができる.その場合、遺物

番号543の地域性も上述した2点と問機のことが言える。

鉱物組成において石英が斜長石よりも多く、角閃石も多いことが特徴となる県塚時代後期の

造物番号 104と129については、宮城(2003)が記載している角閃石斑晶を多く含むひん岩の岩

脈の分布域に近接するような地質学的背景が推定される。

現時点では、本部半島内各地の土総および堆積物の分析事例が非常に少ないため、上述した

各試料の地域性については、推定の域を出ない。今後、 実際に各地の分析事例を蓄積し、類似

した組成の胎土の存在を確認することができれば、より確実な地域性の推定が可能になると期

侍される.

グスク土器である遺物番号319の胎土における葉ろう石については、それが多量に産出する

ような岩石の分布は、上述した宮城(2003)や木崎編(1985)による記載においては、本部半島で

は認められていない。葉ろう石の一般的な産状としては、熱水変質を受けた岩石中に多量に産

する例があるが、本部半島ではそのような岩石の広い分布はない。なお、前述したように遺物

番号319胎土中の葉ろう石は滑石である可能性もあるが、滑石の産状は、熱水変質を受けた蛇

紋岩中に産出するとされている。すなわち、胎土中に滑石が含まれている場合には、蛇紋岩の

分布地域がその地質学的背景として推定される。したがって、遺物番号 319については、葉ろ

う石でも滑石であっても、その地質学的背景は本部半島とは明らかに異質である。さらには、

沖縄本島全体をみても熱水変質した岩石が広域に分布する地域や蛇紋岩の分布する地域は認め

られないことから、造物番号319の胎土から推定される地質学的背景は沖縄本島外の地域が推

定される.

②時代・時期間および器種聞における胎土の差異について

今回の試料では、時代 ・時期について、貝塚時代前期、員場時代後期後半およびグスク時代

の3者に分けられる。この 3者間で、胎土の差異が最も明瞭に捉えられたのが、砕屑物の量比で

ある。貝塚時代前期の土器 2点間ではほぼ同量、また、 員塚時代後期後半の土器 3点も互いにほ

ぼ同量比を示し、かっ、員塚時代前期とは有意な差を示している。また、貝塚時代前期の土器

には砂が多いという特徴は、既に肉眼観察により指摘されていたことであるが、今回の分析結

果は、その特徴を追認しただけではなく、後期後半の土器との違いを客観的に示したことでも

意義があると言える。

一方、砂の粒径組成においては、各試料で特徴が異なり、特に員塚時代後期後半の土器 3点間

でも差異が認められ、時代・時期との対応は、砕屑物の量比ほど明瞭ではない。ただし、員塚

時代後期後半の土器は紺|粒砂以下の砂の割合特に組粒シルトの割合が高いのに対して、貝塚時

代前期の土器は組粒砂と中粒砂の割合が高いことで区別される。すなわち、 貝塚時代後期後半

の土器胎土は砂が少なくかっ細粒であり、員塚時代前期の土器は砂が多くかっ粗粒であること

が指摘される。このことは、貝塚時代前期と後期とでは、素地土の調整や焼成方法など技術的

な違いがあったことを示唆している可能性がある。 
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貝塚時代後期後半の土器における褒形と壷形の胎土については、鉱物・岩石組成において、そ

の共通性と差異を認めることができる。すなわち、褒形とされた遺物番号 104と129は共通して

角閃石の鉱物片を多く含むという特徴があり、これに対して壷形とされた遺物番号543は石英と

斜長石を主体とする組成でむしろ貝原時代前期の試料と類似した組成で‘あった.土器胎土中にお

ける鉱物組成の違いは、材料保取場所の逃いを反映していると考えられることから、費形と遊形

の問で、製作地が異なっていた可能性がある。

グスク時代の土器と他の時代・時期の土器との胎土の違いは、上述した砕屑物の虫比および粒

径組成でも認めることはできる。しかし今回の試料では、その砂のほとんどが紫ろう石の鉱物片

と塊からなるということが、最も明瞭な他の土鵠との違いであると言うことができる。前述した

ように、この違いは、グスク土器が他地域(沖制本島外の可能性もある)からの搬入品であること

を示している。今後、屋部貝塚出土のグスク土締の分析事例を増やすことにより、グスク士宮替の

搬入品と在地との割合を把握することが可能である。その割合は、グスク時代の屋部貝場周辺域

における人々の動向に関する重要な資料になることが期待される。 

3 出土石器の石質鑑定

A.肉眼鑑定

(1)試料

肉眼鑑定を行った試料は、平成17年度調査で出土した石器34点、石材2点と平成 18年度調査

で出土した石探35点で、ある。試料の器種は踏石を中心とするが、他に石皿やスクレイパーなど

もある。各試料の詳細については、鑑定結果を呈示した表3および表5に併記する. 

(2)結果

平成17年度調査試料の鑑定結果を表3に示し、その器種別の石質を表4に、それをグラフにし

て図4に示す。同様に平成 18年度試料の鑑定結果を表5、器種別の石質を表6、そのグラフを図5

に示す。これらの図表から、平成 17年度と 18年度に出土した石器の石賀と量比はきわめてよく

類似している。

両年度の試料はともに堆積岩類が最も多く、平成17年度の36試料中において、砂岩14試料、

チャート 2試料および泥岩1試料、平成18年度の35試料中において、砂岩・傑岩 17試料、珪質頁

岩 ・チャート 2試料が鑑定された。平成 17年度では全体の47%、平成 18年度では 54%を占め

る.砂岩に次いで輝石安山岩が両年度とも 7試料(20%)で多用されている。他に火成岩として

は、石英斑岩ー珪長岩ーデイサイトが認められ、両年度ともに3試料出土し、 全体の各 8%を占

める。広域変成岩に区分される黒色千枚岩・砂質千枚岩 ・珪質千枚岩・絹雲母千枚岩の千枚岩類

および石英片岩は両年度ともに5試料出土し、全体の各14%を占める. 

B.薄片鑑定

(1)試料

胎土分析の項でも述べたように、屋部員塚の背後の地質は、石灰岩やチャートなどの堆積岩類

が広く分布し、火成岩類は岩脈として局所的に分布する。したがって、石材としての唯制岩類の

入手は容易であるが、火成岩類は入手場所がやや限定的である。そこで、ここでは特に火成岩瀬

について、その特性を正確に把握する必要から、肉眼鑑定において輝石安山岩とされた試料から 

2点、デイサイトとされた試料から 1点を薄片鑑定に選択した.また、堆積岩の中でもやや特殊 
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表3 平成17年度飼査出土石曇の宕右肉眼鑑定事事泉

遣香事毎聞 番台帳号� 11種 .考 石貧 .敏 ' 土 色 レベル1レベル2 地区1 地区2 自付�  

201 203 庖右� {砂貧}泌灰岩� N 鳳干墨色濃砂土� 106 105 ヒ� 18 2∞6.03.30 

211 203 石E事 涯賃;o灰岩� w 鳳褐色;毘砂土� 106 105 ヒ� 18 2∞6.03.30 

141 134 庖右 鍋.母平牧場� w 鳳11色給貫主� 104.5 ，、ヒ� 6 2006.03.20 

11 14 石材 鳳色干彼岩� 1 客土 赤褐色主{客土】� 222 1765 ヒ� 6 2∞60213 

21 14 打斧片? 鳳色千枚宕� 1 客土 赤褐色土(客土} 222 176.5 ヒ
ー� 

2∞60.2..13 

181 198 庖石 遠賀干彼岩� w 線灰色砂� 109 106 ヒ� 17 2∞6.03.30 

361 222 スヴレイハー ー角貧状 租1宣砂患� w 鳳褐色給費浬砂土� 102.5 98 ，、� s 2∞603.28 

241 211 <1まみ石 庖薗有り 珍重量� w 鳳褐色絵貫主� 111 ，、ヒ� ? 2∞6.03.22 

251 221 庖右 サイト11 砂岩� N ，、ヒ� 6.7 2∞60405 

261 221 庖石 サイト3 砂岩� N ，、ヒ� 6.7 2∞6.04.05 

211 221 庭石 サイト4 砂岩� w ，、ヒ� 6.1 2∞6.04.05 

301 221 庭石 サイト10 砂岩� w 鳳縄色給費ill砂土� 102.5 981I、ヒ� 6.1 2∞6.03.28 

281 221 窃右 サイト5 中給砂岩� w ハヒ� 6.7 2∞6.04.05 

101 131 思石 サイト3 中給砂岩� w ，、ヒ� 1718 2∞6.04.05 

121 131 庭石 サイト5 中給砂tt ' w ，、ヒ� 17.18 20060405 

221 21。右材 中ti1砂岩� w 鳳褐色混砂土� 110 91.5 ，、ヒ� 7 2∞6.0311 

191 202 のみ枝右11 中給砂tt N 緑灰色砂� 110 105 ヒ� 18 2∞6.0329 

41 96 砥石 砂岩� E 褐色;漫砂土� 155.5 145 ，、� 17 2∞60301 

321 221 石巴 ザイト2f!i状 砂岩{含む.al 、� w 鳳11色給貨ill砂土� 102.5 981I、ヒ� 6.7 2∞6.03.28 

31 48 砥右 現代遺物 砂宕(含む.母} 1 .11色土� 236 229 ノ� 18 2∞6.0211 

111 131 庖石 サイト4 jltけ 右央主証岩� W ，、ヒ� 17.18 2006.04.05 

341 221 石皿 ザイトS 石英片岩� w 鳳褐色給貧;寵砂土� 102.5 981 I、ヒ� 67 2∞6.0328 

81 131 S石 サイト3 チャート� w ，、ヒ� 11.18 2ω 6.0405 

131 134 庖石 チャート� w 鳳11色絵貧土� 1045 ，、ヒ� 6 2∞6.0320 

151 134 11石 泥岩 、� w 黒褐色絵貧土� 104.5 ，、ヒ� 6 2∞6.0320 

71 126 石E事 デイサイト� w 鳳褐色給貧遭砂土� 1∞ ヒ� 18 2∞6.0409 

291 221 庖石 サイト7 デイサイト� w ，、ヒ� 61 2∞6.0405 

331 221 石口 サイトS 輝石安山岩� N .縄色結貧;寵砂土� 1025 981 I、ヒ� 6.7 2∞6.03.28 

351 221 石田? サイト1 jltlt 輝石安山岩� w 鳳褐色粘貫;浬砂土� 1025 981 I、ヒ� 6.7 2∞6.03.28 

61 126 石E事 鏡石安山道� W 鳳褐色粘貨;包砂土� 1【lO ヒ� 18 2006.04.09 

231 210 庖右 筒右安山岩� W 鳳褐色;理砂土� 110 91.5 ハヒ� 7 2∞6.03.17 

51 119 打斧片勺 鏡石安山岩� W ヒ� 1118 2006.04.09 

161 134 庖石 輝石安山岩� W 1045 ，、ヒ� 6 2∞6.0320 

311 221 庖右 サイト12 o右安山岩� w 102.5 981 I、ヒ� 61 2∞6.0328 

91 131 庖右 サイト2 ヒン岩� w ，、ヒ� 17 18 2∞6.0405 

171 134 庭石 ヒン活� W 
10“ ハヒ� 6 2∞6.03.20 

表5.平成18年度飼査出土石Bの岩石肉11&定結果

台番帳号 器樋 備考 石賀 個敏� • 主 レベル:レベル2 地区1 地区2 日付� 

10 316 磁石 凝灰岩� w 鳳褐色濃砂土 サイト⑪� 1.208 ，、� 9 2∞6.08.25 

22 ‘70 同盤状右鑓 鳳色千枚岩� w サイト4 1.243 ，、� 14 2∞6.10.02 

28 484 打製石斧 鳳色干依岩� N 鳳褐色混砂土 サイト3 1205 ，、� 11 2∞609.01 

20 404 li右 鳳色干欲趨� w 鳳褐色遷砂土 サイト4 1186 ，、� 11 2∞60901 

11 316 砥石 砂貧干紋岩� W .褐色;浬砂土 サイト� 1 1.243 ，、� 9 2∞6.08.25 

23 475 g石 砂貧干技量豊� w サイト5 1117 ヒ� 15 2∞61002 

13 343 のみ技石盤 珪質賃岩� E 灰色混砂土� 120.1 ヒ� 10 2∞6.0128 

27 41!4 右己 延長岩� w 鳳縄色遣砂土 サイト3 1205 ，、� 11 2∞6.09.01 

30 501 スクレイパ 砂岩� w サイト3 1.208 ，、� 13 2∞6.10.02 

21 435 スヲレイハー 中お砂岩� E 医褐色遣砂土� 151 142 ，、� 14 2∞6.09.14 

12 333 倍右 中給砂岩� m 灰縄色;理砂土� 141.6 136 ，、� 9 2∞6.08.04 

307 庖石 砂岩� E 荻褐色iI砂土 サイト ，、� 9 2∞608.03 

3 314 S右 砂岩� w 鳳褐色;漫砂土 サイト8 1.224 ヒ� 11 2∞608.25 

4 314 庖右 砂岩� W 鳳褐色;宜砂土 サイト旦� 1232 ヒ� 11 2∞608.25 

5 315 庖石 砂岩� N 鳳褐色濃砂土 サイト3 1118 ヒ� 10 2∞608.25 

6 315 庖石 砂岩� ' W 鳳褐色浬砂土 サイト宮� 1.201 ヒ� 10 2∞608.25 

7 315 庖石 砂岩� ' w 鳳褐色漫砂土 サイト6 1186 ヒ� 10 2∞608.25 

15 373 庖石 砂岩� w 鳳縄色iI砂土� 1226 118.1 ，、� 11 2∞608.22 

17 391 庖苔 砂宕� W 黒褐色iI砂土� 3D写真 ヒ� 10 2∞608.28 

18 391 庭石 砂望号� w .縄色ill砂土� 3D写真 ヒ� 10 2006.08.28 

25 482 庖右 砂岩� W 鳳褐色;聾砂土 サイト5 1056 ヒ� 9 2∞609.01 

26 482 庖石 砂岩� w 鳳得色iI砂土 サイトq) 1.112 ヒ� 9 2006.09.01 

s 315 厳右 砂岩� w 鳳褐色遣砂土 サイトa 1161 ヒ� 10 2∞6.0825 

24 480 S製右斧 砂岩 表箆 表.;� 2∞610.03 

2 309 ーま右 石英自証岩 田 鳳喝色遣砂土� 132.6 1276 ，、� 10 2∞60818 

16 386 II~ チャート� E 灰色遣砂土 サイト ，、� 11 2∞6.08.03 

14 360 <;右 デイサイト� m 灰色iI砂土� 1301 1286 ヒ� 10 2∞6.07.31 

29 504 右E事 館石安山場� w 131.6 101 1 ，、� 15 2∞6 10.03 

33 534 句己� E軍右安山tt w 鳳褐色;理砂土 サイトCD 1.109 ，、� 10 2∞6.09.01 

35 537 石皿 錨石安山岩� w 鳳褐色;宣砂土� 91.1 ヒ� 11 2∞6.07.25 

19 404 庖石� S石安山岩� W 鳳縄色iI砂土 サイト~ 1.186 ，、� 11 200609.01 

31 501 庖石 鐸石安山tt w サイト1: 1077 ，、� 13 2∞610.02 

32 509 庖石 軍軍右安山岩 、� N 鳳縄色遣砂土� 106白6 105.1 ，、� 10 2∞6.09.01 

34 534 竃苔 組右安山岩� w 鳳褐色遣砂土 サイトZ 1138 ，、� 10 2似)609.01 

316 11右 .軍軍 W 思縄色iI砂土 サイト~ 1264 ，、� 9 2∞6.08.25 
ー� 
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.4平成17年度調査出土右器の器種と石賀

堆積岩

火山岩

半深成岩

変成岩� 

L 

岩石名

泥岩

砂岩� 

チャート� 

凝灰岩� 

デイサイト� 

輝石安山岩� 

石英� DI岩
ひん岩� 

黒色千枚岩� 

E主賃千枚岩

絹雲母子枚岩

石英片岩� 

合計� 

磨石

7 
2 

3 

2 

20 

石皿

2 

4 

くぼみ石 石球

」� 

砥石

2 

2 

千石T斧製

2 

スクレイ
I ~- 石材

2 

の石み器状 合計� 

14 

2 

2 

2 

7 

2 

2 

36 

表6 平成18年度調査出土石器の器種と石賃

岩石名 磨石 石皿 被石 石E求 砥石 +石T製斧 磨石製斧
スクレイ 円石盤器状 の石み器状 合計

I ~ 

珪質頁岩

砂岩� 12 2 16 

堆積岩 傑岩

チャ ト

凝灰岩

火山岩
デイサイト

輝石安山岩� 4 2 7 

半深成岩
石英政I岩

珪長岩

変成岩
黒色千枚岩� 3 

砂質千枚岩� 2 2 

合計� 18 3 4 3 2 35 

泥岩・チャート・灘灰轡

砂岩 ・様岩

亡瑳質頁岩・チャー ト・議灰岩

回4.平成17年度調査出土石畿の石質構成 図5.平成18年度調査出土石器の石賀織成� 
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といえる珪質頁岩とされた試料も1点選択し、さらに、広域変成岩である黒色千枚岩とされた試

料についても1点を選択し、薄片鑑定による確認を行う。

以上、試料は合計5点である.各試料の造物番号、台帳番号、器種などは鑑定結果を呈示した

表7、8に併記

する。 表7.火成岩類の情成鉱物量比表

民粍 調査 遺割 台帳� 書檀 揖宿毛 苔‘‘ .・(2)結果 骨骨� 1J1I骨骨 書骨 カ タ マ�  
釜本� 'J 刀.. -~.ン 平イ火

偏光顕微鏡 餌鳳両与遇 石 ス ト リ 餌凪角鱒 遺'J山
豊富関与明 葺 パ 畢 豊富閃康 明ロガ

'右 右母右右- .ララ右母石"‘
ィ 禍イス田嶋下の観察では ト ト置

カミンデトン関石倉荷
1IHI1 35 
 221 w 右凪 企:1:� A ヨt :1: 
 o A +盆:0:..111角関高宮山轡岩石の構成鉱

ト一一一一一一一一一一
+ 

一
+ 

2IHll 2
 連量.. + 。� 0 :1: 宜主 =念221 w .右・物および組織
十

+ 

一一 γ 口一一一- ↓ 

‘H17 311221 w 車右
 角関石安山I!I� :1: 。 +念a Aの記載岩石学
量比 。 事量� O 中置� A世量� +111量土曹わ的て111


的な特徴を明
表8.変成岩類の繍成鉱物量比表� 

らかにした。

各構成物の量比

は、薄片上の観

察而全体に対し

て、多量(@: 

>50%)、中量� 

....... 20(0: 


50%)、少量� 

za斜 調査 遺物 台帳 層 審祖

番号 年度 香号 香毎

3 
 H18 13 

3‘E のみ~石割

3 


5 IH17 
 石材客土

'‘ 

鉱物片 .&貫.石f.

量比� 0: ~量 。:中瞳Il.:少量+:微量tま.きわめて徴� E 

E賃値楠� 

ZE母 ホ日幽

苔給�  aaa直
喪主極化

僅 僅蝕
絢 鞠

+ 

一-
+ A A 

一
+ 

ー←一一ー� 
+ 

変質� 
11物

炭不，τμE圭カ 不

右 リ
 厳

貧英長..泥気コ明震
斜白鳳線電)1， 透侠

温*A 
斜透

長明

長

物� j I 物� 

司邑
物� 

石石Ii Ii 石僑母石石ン‘物
物

主 主 主 土 +ホルンフエルス

。 。給額岩 土企土Il. Il.企土 Il. 土

(b.:5.......20%)、微量(+:く5%)およびきわめて微量(土:く1%)という基準で目視により判定し

た。構成物の量比は、表1および表2に示した。顕微鏡鑑定に際しては下方ポーラーおよび直交

ポーラー下で撮影した写真を添付した。以下に各試料の観察記載結果について述べる.

①試料番号1/石皿

岩石名:カミングトン閃石含有黒雲母角閃石安山岩

岩石の組織 :斑状組織(porphyritictexture) 
斑日岡田

斜長石:少量存在し、粒径4.0.......0.3凹の自形~他形で板状~不定形板状を呈する.

著しい累帯構造が発達し、弱い集片双品を有する。

黒雲母:きわめて微量存在し、粒径0.55.......0.3mmの他形で不定形板状を呈し、淡褐色~

緑褐色の多色性を示す.

角閃石:少量存在し、粒径2.8.......0.3 mmの半自形~他形で柱状~不定形板状を呈し、淡褐

色~緑褐色の多色性を示す。

カミングトン閃石:1粒のみ存在し、粒径2.05聞の他形で板状を呈し、淡褐色を示す.

集片双品を示して角閃石と平行連品する。

不透明鉱物:きわめて微量存在し、粒径O.50.........0.3mmの他形で棒状~不定形粒状を呈する。

石基

斜長石 :中量存在し、粒径最大0.3凹の半自形~他形で角板状~不定形板状を呈し、集片

双品や累帯構造が発達する。配向性は認められず、石基を密に組めている。

黒雲母:少量存在し、粒径最大0.3聞の他形で板状を呈し、淡褐色~褐色の多色性を示す.� 
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斜長石の斑晶に包有されるもの、石基斜長石の粒聞を埋めるもの、角閃石の結晶

表面部を置換するものなどがある。

角閃石:微量存在し、粒径最大0.3皿の他形で不定形板状を呈し、淡褐色~緑褐色の多色性を

示して石基中に点在する。

燐灰石:きわめて微量存在し、粒径最大0.20Il10の半自形~他形で六角住状~粒状を呈し、

石基中に点在する。

ジルコン:きわめて微量存在し、粒径最大0.07mmの半自形~他形で柱状を呈し、角閃石と

接して分布する。

不透明鉱物:微量存在し、粒径最大0.3mmの他形で粒状~不定形状を呈して石基斜長石の粒

聞に散在する。

マイクロライト:微量存在し、粒径最大0.08剛の他形で微細住状を呈し、石基斜長石に包有

される.

変質鉱物

雲母粘土鉱物:微量存在し、粒径最大0.08mmの他形で繊維束状を呈し、淡褐色~緑褐色を

示して角閃石や石基を交代する.

②試料番号� 2/磨石

岩石名:珪長岩

岩石の組織:斑状組織(porphyrltlctexture) 

斑晶

黒雲母:微量存在し、粒径1.71"'0.3mmの他形で不定形板状を呈し、淡褐色~赤褐色の多色

性を示す。 雲母粘土鉱物に変質しており、仮像状となっている.

石基

石英:中量存在し、粒径最大0.57mmの他形で粒状~不定形状を呈する。細粒な柱状斜長石

を包有し、径0.2"'0. 程度の不定形粒状体として互いに接し、モザイク状に石基を4mm

構成している.

カリ長石:微量存在し、粒径最大0.25mmの他形で柱状を呈し、無双晶で石英に包有されて

いる。 一部、ペリクリン双品を示すものもある。

斜長石:中量存在し、粒径最大0.34聞の他形で板状~不定形板状を呈し、弱い集片双品が

発達する。マイクログラフィック様をなして石英に包有されている.

黒雲母:きわめて微量存在し、粒径最大0.3mmの他形で不定形板状を呈し、淡褐色~赤褐色

を示して点在する。ほとんど雲母粘土鉱物となっている。

燐灰石:きわめて微鼠存在し、粒径最大0. の他形で短住状を呈して点在する.07mm

不透明鉱物:きわめて微量存在し、粒径最大0.15mmの他形で粒状~不定形状を呈して点在

する.水酸化鉄に皮膜されているものもある.

変質鉱物

石英;微量存在し、粒径最大0.23mmの他形で粒状~不定形状を呈する.炭酸塩鉱物と共生

し、斜長石の粒聞を哩めて点在する.

雲母粘土鉱物:微量存在し、粒径最大� 0.10聞の他形で繊維束状を呈し、淡褐色を示す.黒

雲母を交代している。

炭酸塩鉱物:少量存在し、粒径最大0.32mmの他形で不定形状を呈し、斜長石を交代して散

在する.� 
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水酸化鉄:少量存在し、粒径最大0.05mmの他形で微細不定形状を呈し、赤褐色を示す.

石基を広範に汚染している.

③試料番号3/のみ状石器

岩石名:ホルンフェルス

岩石の組織:砕屑状組織(clastictexture) 

焼成の影響により黒雲母は酸化し、赤鉄鉱織に褐色化している.

鉱物片

石英:きわめて微量存在し、粒径最大0.04mmの他形で粒状~破片状を呈して点在する。

カリ長石:きわめて微量存在し、粒径最大O.06mmの他形で破片板状を呈し、無双品を示す.

斜長石:きわめて微量存在し、粒径品大0.04mmの他形で板状を呈し、まれに集片双晶を

示すものもある。

基質

珪長質鉱物:中量存在し、粒径最大0.03mmの他形で不定形状を呈し、黒雲母および白雲母の

粒問を埋める。大部分は隠微品質であるが、石英が主体となっているとみられる.

石英:きわめて微量存在し、粒径最大0.08mmの他形で不定形状を呈し、斜長石と共生して細

脈状のレンズを形成している。 二次鉱物とみられる。

斜長石:きわめて微量存在し、粒径最大0.10mmの他形で不定形板状を呈し、集片双晶が発達

する。紺l脈状のレンズを構成しており、 二次鉱物とみられる。

白雲母 :少量存在し、粒径最大 0.10mmの他形で板状を呈し、黒雲母と共生して基質を構成す

る。黒雲母と同様に弱い配向性を示して分布する。

黒雲母 :中量存在し、粒径最大 0.05mmの他形で不定形板状を呈し、褐色~濃拘色の多色性を

示す。弱い配向性が認められる。大部分は隠微品質で、きわめて細粒である.

電気石:きわめて微量存在し、粒径品大0. の半由形~他形で柱状を呈し、淡褐色~淡青06mm

灰色の多色性を示す。

不透明鉱物:微量存在し、粒径最大0.05mmの他形で不定形状を呈し、主に試料表面部に多く

散在する.

④試料番号 4/磨石

岩石名 :角関石安山岩

岩石の組織 :斑状組織 (po rphyritictexture) 

斑品

斜長石:少量存在し、粒径3.4-0.3mmの自形~他形で板状~不定形板状を呈し、 一部、破片

状を示すものもある。著しい累借構造が発達し、弱い集片双品を有する.

角閃石:少量存在し、粒径1.44-0.3mmの半白形~他形で住状~不定形板状を呈し、淡褐色~

緑褐色の多色性を示す.弱い累帯構造を示すものが散見される.

石基

クリストパライト:きわめて微量存在し、粒径最大0.06聞の他形で屋根瓦状~不定形状を呈

し、火山ガラスを置換して生じている.

斜長石:中最存在し、粒径最大0.3mmの半自形~他形で柱状~不定形板状を呈し、集片双品

や累帯構造が発達する。柱状を呈するものには、非常に弱い配向性が認められる。

角閃石:微量存在し、粒径最大0.3mmの他形で不定形板状を呈し、淡褐色~緑褐色の多色性

を示して石基中に点在する. 
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不透明鉱物:微量存在し、粒径最大0.28mmの半自形~他形で棒状~六角粒状または不定形状

を呈して石基斜長石の粒聞に散在する。

火山ガラス:きわめて微量存在し、無色透光性を示して斜長石や角閃石に包有されている.

脱ガラス化しているものや、粘土鉱物化しているものが多い.

変質鉱物

雲母粘土鉱物:微量存在し、粒径最大0.03阻の他形で、繊維状を呈し、淡褐色~緑褐色を示し

て角閃石や石基火山ガラスを交代する.

⑤試料番号 5/石材

岩石名:粘板岩

岩石の組織:片状組織(clastictexture) 

再結晶作用がやや進んでおり、千枚岩に近い岩相を示す.

鉱物片

石英:きわめて微量存在し、粒径最大0.15mmの他形で粒状~破片状を呈して点在する.

微細石英およびセリサイトによる弱い歪フリンジを有するものが多い.

カリ長石:きわめて微量存在し、粒径最大0.15mmの他形で破片板状を呈し、集片双品を示す.

斜長石:きわめて微量存在し、粒径最大0.16聞の他形で、破片板状を呈し、集片双品を示す.

不透明鉱物:少量存在し、粒径最大0.12mmの他形で粒状~不定形粒状を呈して散在する.

基質

石英:中盤存在し、粒径最大0.12mmの他形で不定形状を呈し、白雲母の粒間を埋めている.

濃集して、幅0.1mm程度で片理と平行に帯状の分布を示すものもある。

白雲母:中量存在し、粒径最大0.12mmの他形で板状~微細繊維状を呈する.強い配向性を

示して分布し、片理を形成している。

緑泥石:少量存在し、粒径最大0.06mmの他形で繊維東状を呈し、淡緑色を示す.基質石英と

接して散在する。

電気石:きわめて微量存在し、粒径最大0.27mmの半自形~他形で柱状を呈し、淡褐色~褐

色の多色性を示す。長軸は片理と平行に配列する。


ジルコン:きわめて微量存在し、粒径最大0.07mmの他形で短性状を呈し、淡褐色を示す。


炭質物:少量存在し、粒径最大0.02mmの他形で微細l不定形状を呈し、片理と平行に縞状を


なして分布する。

変質鉱物

炭殴塩鉱物:きわめて微量存在し、粒径最大0.35mmの地形で不定形状を呈する.片理に沿っ

て発達するストレート境聞の一部を充脱するものや、基質中に点在するものがある. 

(3)考察

沖純島の地質は柿造的には本部累帯、国頭累帯および島尻累帯からなり、各帯の聞はそれぞ

れ辺土一名護断屑及び天野 l断層で駁されている(小西.1965)。名護市尾部周辺の地質は辺土ー名

護断層の西側に分布する本部累帯に属し、東側に分布する国頭累帯とは異なる岩石で構成され

ている。

今回の試料で肢も多く認められた堆積岩類(砂岩・チャート ・泥岩 ・機岩など)はいずれも本部

累層に属する堆積岩であると考えられ、典型的な在地性の岩石と判定される。ただし、石JIIlと

砥石に用いられている砂岩の各1試料は白雲母を含むことで他の砂岩とは異質で、搬入品である

可能性が高い.なお、肉眼鑑定では珪質頁岩とされた平成 18年度試料ののみ状石器の石質は、 
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薄片鑑定により変成岩のホルンフヱルスであることが確認された。ホルンフェルスは沖縄本島

においては、あまり産出が知られておらず、読谷村の長浜川上流域などに産出が報告されてい

る(沖純地学会，� 1982)が、他にも小規模な産地はあるかも知れない.現時点では、今回の試料に

認められたホルンフェルスの由来する地質は不明で、ある。

肉眼鑑定では砂岩に次いで多く認められた輝石安山岩は、薄片鑑定により、おそらくほとん

どが角閃石安山岩であると考えられる。角閃石安山岩は、本部半島では岩脈として産する。使

用頻度が高く、器種も多角的であるため在地性岩石とみられる。屋部付近に岩脈が直接露出し

ない場合でも遺跡周辺に分布する沢の河川蝶あるいは段丘堆積物の機種を調査して結論を下す

必要がある。平成� 17年度に出土したひん岩2試料についても角閃石安山岩と問機の産状を有する

在地性岩石と考えられる。

本部累帯と国頭累層中には石英斑岩ー珪長岩ー疏紋岩ーデイサイトで構成される酸性質入岩

体があり、名嘉兵 ・世� w.鹿 ・源河・津波などに露出する(沖縄地学会，� 1982)。これらの酸性岩体

は石英斑岩の岩棺を示すものが大部分であるが、場所によって石英斑品の量が異なり、基質が

きわめて微品質であるか、ガラス質のものは流紋岩あるいはデイサイトの岩相を示すことにな

る。今回の試料でも肉眼鑑定ではデイサイトとされた岩石は薄片鑑定により珪長岩であるとさ

れた。砥石や石肌として用いられているものは、上述した露出する産地からの搬入品とみられ

るが、磨石 ・敵石などは礁状であり、沢の河川醗・段丘傑を調査した後に在地か搬入の判定を

行うべきであろう。

広域変成岩に区分される千枚岩・結品片岩は扇平に割れる特性を有し、この性質を利用した

器種に多用される。本遺跡でも打製石斧 ・石皿・円盤状石器に用いられている。これらの岩石

は沖制島内ではあるが、辺土一名護断層の東側に分布する国頭断層に属する変成岩類分布地帯

から搬入されたと判定される. 
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図版1 胎土薄片� 

1. 遺物番号86(ノー� 18 V層 貝潔前期土器 ・無文胴部) 

2.遺物番号� 104 (ヒー18 NJ冨 貝爆後期土器・くびれ平底 (カメ)) 

3.遺物番号319(ハ-9 IV層
 

PI:斜長石出:角関石町 : 黒雲母� 、e:チャートCc:炭酸塩鉱物 0.
J α 5mm 

所1:譲ろう石魂

写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下. 

93 



図版2 岩石薄片� (1) 

...:. 
b.骨� 

17カミングトン閃石含有黒雲母角閃石安山岩 (平成 :1試料番号� 1.
 年度 遺物番号35 台帳番号221 石皿)

台帳番号221 磨石) 

3.試料番号� 3:ホルンフェルス� (平成18年度 遺物番号13 台帳番号� 343 のみ状石器)

Qz:石英問:斜長石Ho:角閃石� C Lm:カミングトン閃石町 :黒雲母
 

()P:不透明鉱物� A!J:焼灰石� Cc:炭酸塩鉱物 05円前、� O.2rrm 


写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下.� 1.2 3 
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図版3 岩石薄片� (2) 

4. t式料番号4:角閃石安山岩(平成17年度 遺物番号31 台帳番号221 磨石) 

5. 民料番号5:粘板岩 (平成� 17年度 遺物番号1 台帳番号14 石材)

Qz:石英 Kf:カリ長石問:斜長石同:角閃石Mv:白書母� 

()P:不透明鉱物� Vg:火山ガラス� Gm:基質 0.5mm 0.2門前、� 

写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下.� 4 5 
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V まとめと補遺

1.まとめ

「屋部貝塚Jは、� 1979年.......81年に実施された 「名護市遺跡分布調査� Jで発見された遺跡で、これまで

に数回にわたり住宅建築等に伴う遺跡の確認を行っているが、包含層の確認はできていなかった。今回

の調査も開始当初は撹乱を受けた層の発掘が続き、大きな成果は期待できないものと思われたが、調査

後半に 「沖縄貝場時代後期後半Jの土器を含む層を発見した。そこはかつて田んぼに利用していた層� 

(ill層)の下にあり、 地下水上位より下の泥炭層� (N層)の中にあった。その下の� V届は海性砂層で枝

サンゴや砂を含み、人工遺物はほとんど採集されなかった.そこで今回の報告は主に� N層を対象とし

た.

屋部貝塚は屋部の集落の背後に位置し、小字では久護・加真良原・後兼久原・安座昼間原に広がりが

予想され、今回の調査地は安座昼間原に含まれる.現在はほとんどがキピ畑に利用されているが、昭和� 

30年代までは水田に利用していたという。

稲作からキピ作に転換する際に客土を行っており、それが今調査で確認した� I層である。� E層は調査地

の北面、やや高くなった箇所で確認され、現代遺物と共に少量の土器を含むことから、屋部員塚時代の生

活面を含んでいた厨と思われる。� E層は水田耕作局で、土犠分析の結果もそのことを示している。今回、

報告の対象としたN層からは、人工遺物として、陶磁器38点、土器914点、石器等57点、員製品8点、木

製品1点を確認している.土器の形式から当貝塚の主な時代は 「沖縄貝塚時代後期後半j と推定されるが、

ホルトノキの核を用いた年代測定の結果からは、やや新しい14世紀頃という結果を得ている。

土器の胎土分析では、わずかに出土した沖縄県塚時代前期の土器とグスク時代の土器も含めて分析を

行った結果、時代により使用された土や製法に変化があることがわかった。石器の産地を特定する分析

結果からは、本部半島の岩石を用いたものが多いことがわかったが、 一部に近くでは産出しない岩石を

用いたものがあることがわかった.

貝の分類の結果からは、サンゴ礁域に生息する貝が最も多く、次に河口干潟に生息する貝が多いこと

がわかり、当時もほぼ現在の環境に近い状況にあったことを示している。

屋部貝塚の発銅調査以前に、純文時代晩期とおよそ10世紀頃の文化層を持つ「屋部前田原貝塚Jや15

世紀.......17世紀頃の遺跡である 「宇茂佐古島遺跡� Jの発銅調査が行われている。今調査を含め、地域の歴

史を明らかにして、豊かなムラづくりやまちづくりに活かせることを期待したい.� 

2.補遺

先に記述したように、今回の報告書は主に� W府を対象としたが、発掴調査で得られた資料は、層ごと

に整理され保管されている。ここで残りの紙面を利用し、水田耕作層を客土して行われたキビ耕作の畑

を実測した資料と、皿層から出土した陶磁器の集計表を掲載する。

キビ畑の実測はハ ・ヒー� 15・16で行った。 三年目のキビ畑でこの収穫を最後に更新されることになっ

ていた。

皿陪は昭和30年代まで行われた稲作の水田耕作周で、土犠分析の結果もそのことを示していた.その

皿層から主に出土したのが陶磁器類であった.� 
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IV層出土陶磁器器種別集計表

陶磁器名
器種名

合計
碗 瓶 壷 聾 措鉢 火取 不明

陶

磁
器

白磁� 2 。 。 。 。 。 。� 2 

青磁� 2 。 。 。 。 。 。� 2 

染付� 2 。 。 。 。 。 。� 2 

近現代磁器� 3 。 。 。 。 。 。� 3 

褐紬陶器 。 。 。 。 。 。
沖縄産無粕陶器� (荒焼き� ) 。 。� 2 。� 3 。� 12 17 

沖縄産施紬陶器� (上競き� ) 5 2 。 。� 2 11 

合計�  14 2 2 3 15 38 

.._.".， 

IV層出土のまな陶磁器写真� 
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あとがき

泣跡の発掛調査には主に二つある。 一つは遺跡の保存を目的にその泣跡を把握するための調査と、工

事等に伴い、その遺跡の一部を埋めたり、掘削したりすることを「やむを得ずJとした場合に行う記録

保存を目的とした調査である。今回の場合は、後有に当たる.

これまでに述べてきたように、 「底部貝塚」は1979年......81年の 「名護市遺跡分布調査Jで発見された

遺跡である。その後、住宅建築等に伴う確認調代は行ってきたものの、遺跡包含府を確認できないま

ま、 今回の「記録保存調査Jとなった。当時、� IJH発事業に文化財行政が泊い付けない現状があった。当

然、制有員の確保にも課題があり、緊急に遺跡先制調査を担当 ・補助する「嘱託制査員Jを採用し、発

掘調伐を行うことになった。

今凶の調査は、この「嘱託調査員Jらが主体となり成果を� tげたといっていい。発姻調菅現場の中心

になったのが真栄同義人、それを補佐したのが作本卓己 ・ 新城司 ・ 宮里牧、調査後の資料幣型と報告~

の作成の中心となったのが宮盟牧である。その他、発掘調査作業員、資料盤底!員等、多くの方々が関わ

り一定の成果をあげることができた。感謝したい.

さらに今回の調査を実施するに当たり忘れてならないのは、事業側である名護市建設部建設土木課や

土地所有者及び小作者の多大なご協力があったことである。事業を行う側と土地を所有している者、さ

らにその土地を使用しているものなどの協力なしには調査は実施できないのである.改めて感謝申し上

げたい.

多くの方々の協力により、 「屋部員爆Jのことが少し明らかになった.遺跡の本体をなす住居跡や集

落の跡はまだ発見できていないが、そこで暮らしていた人たちが使っていたと思われるモノがたくさん

採集できた。それらのモノから当時の生活や環境を考えるのが 「考古学Jである。今回得た多くの資料

をフルに活用し、学校教育や地域教育に活かしていくのが教育委員会としての責務である.そのために

本報告書が大いに活用されることを望む.� 
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